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太平洋の波が打ち寄せる

約４kmの長い海岸線に、

数万本もの松が茂る

美しい景観の琴ヶ浜松原は

「日本の白砂青松100選」の

一つにも選ばれている。

野外劇場では、さまざまな

イベントが開催され、

多くの人々が訪れるスポット

となっている。

芸
西
村

小
さ
く
て
も
元
気
で
輝
く
む
ら
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孝た
か
し

首
長
は
語
る

芸
西
村
長

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た

園
芸
の
む
ら
、芸
西
村
。

北
東
西
の
三
方
を
山
、台
地
に
囲
ま
れ
、

太
平
洋
に
開
け
た
琴
ヶ
浜
松
原
は
、

「
白
砂
青
松
百
選
」に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
な
が
ら
、

花
・
野
菜
・
果
物
が

い
き
い
き
と
育
っ
て
い
ま
す
。

訪
れ
る
人
々
の
心
を

温
か
く
し
て
く
れ
る
雰
囲
気
の

芸
西
村
を
訪
ね
、

こ
れ
か
ら
の
む
ら
づ
く
り
に
つ
い
て

溝
渕
村
長
に
伺
い
ま
し
た
。

輝
く
む
ら

小
さ
く
て
も
元
気
で
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芸
西
村
の
施
設
整
備
状
況
お
よ

び
保
健
師
な
ど
の
人
数
、
活
動

状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

芸
西
村
は
、「
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」
を
４
カ
所
、
介
護
予
防
拠

点
施
設
と
し
て
「
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
」

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
役

場
と
同
一
敷
地
内
に
は
社
会
福
祉

協
議
会
運
営
の
「
あ
っ
た
か
ふ
れ

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

村
を
目
指
し
て

あ
い
セ
ン

タ
ー
」
が

あ
り
ま
す
。
各
施
設
に
は
管
理
人

を
配
置
し
、各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

等
を
巡
回
す
る
外
出
支
援
バ
ス
を

運
行
す
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
利
用
し
や
す
い
施
設
運

営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
憩
い
の

場
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
、
健

康
づ
く
り
、
介
護
予
防
の
拠
点
と

し
て
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
施
設
に
手
芸
や
カ
ラ

オ
ケ
、
料
理
教
室
、
季
節
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
開
催
し
、
多
世
代
間
の

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
師
は
、
臨
時
職
員
を
含
め

て
３
名
体
制
で
、
健
康
づ
く
り
、

高
齢
者
福
祉
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
業
務
、障
害
者
（
児
）
福
祉
、

子
育
て
支
援
事
業
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

近
年
の
複
雑
化
す
る
課
題
や
問

題
等
に
対
し
て
、
健
康
福
祉
課
や

保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援

首長は語る
No.88 芸西村長 溝

みぞ

 渕
ぶち

　 孝
たかし

手
作
り
ポ
ス
タ
ー
等
で
育
む

健
康
意
識
の
向
上

セ
ン
タ
ー
を
同
一
フ
ロ
ア
に
す
る

こ
と
で
、
情
報
の
収
集
や
共
有
化
、

対
応
検
討
が
行
い
や
す
い
職
場
環

境
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
さ
な
村
で
す
が
、
医

療
機
関
が
、
病
院
１
カ
所
、
診
療

所
２
カ
所
、
歯
科
診
療
所
１
カ
所
、

介
護
保
険
関
係
施
設
が
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
１
カ
所
、
老
人
保

健
施
設
１
カ
所
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
２
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

住
民
、
行
政
、
団
体
、
関
係
機

関
等
が
協
働
し
な
が
ら
「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
村（
地
域
福
祉
計
画
）」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
平
成

27
年
度
が
40
・
２
％
、
平
成
28
年
度

が
44
・
８
％
、
平
成
29
年
度
が
40
・

１
％
で
あ
り
、
40
％
台
前
半
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
壮
年
期
男
性
の

受
診
率
低
迷
が
課
題
で
す
。

　

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
が
24
・
３
％
、
平
成
28

年
度
が
26
・
２
％
、
平
成
29
年
度
が

19
・
４
％
で
す
。
農
業
従
事
者
が
多

い
こ
と
か
ら
、
農
閑
期
に
健
診
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
受
診

率
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、
第
３
期
特

定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定

し
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
、
が

ん
検
診
と
の
同
時
受
診
の
推

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康
教
育

と
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、

よ
か
ッ
パ
健
診
（
小
児
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
小
学
校
４
年
生
と
中
学
校
１

年
生
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
に
関

す
る
健
康
教
育
と
採
血
も
含
む
健

診
を
行
う
こ
と
で
、
将
来
の
自
分

の
健
康
へ
の
指
標
の
一
つ
と
し
た

り
、
保
護
者
の
特
定
健
診
の
値
と

比
較
す
る
こ
と
で
、
家
族
み
ん
な

で
健
康
を
考
え
、
生
活
習
慣
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
栄
養
教
諭
、
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
の
協
力
を
得
て
、
小
中
学
校
で

マ
イ
弁
当
作
り
、
郷
土
料
理
等
を

一
緒
に
作
る
栄
養
教
室
も
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
の
親

子
を
対
象
と
し
た
食
育
教
室
を
実

施
し
、
食
育
か
ら
の
生
活
習
慣
病

予
防
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
児
に
対
し
て
は
年
２
回
、

園
児
の
生
活
状
況
に
沿
っ
た
内
容

で
健
康
教
育
を
行
い
、
生
活
習
慣

改
善
の
必
要
性
を
少
し
で
も
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

課
題
で
あ
る
壮
年
期
の
特
定
健
診

受
診
率
向
上
に
も
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
予
防
へ
の
取
り
組
み

も
強
化
し
て
い
ま
す
。
フ
ッ
素
洗
口

を
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
対
象
を
拡

大
し
て
行
い
、
同
時
に
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
、
幼
稚
園
へ
は
親
子
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
も
行
っ
て
お
り
、

（聞き手　国保連合会江口事務局長）

改
善
で
き
て
い
る
方
も
少
し
ず
つ

増
え
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
を
受
け

て
、
医
療
が
必
要
と
な
っ
た
方
に

は
、
医
療
に
確
実
に
つ
な
が
る
よ

う
に
通
知
や
訪
問
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
芸
西
村
は
農
業
立
村
で
、

昔
か
ら
朝
早
く
か
ら
夕
方
遅
く
ま

で
作
業
す
る
働
き
者
の
多
い
村
で

す
。
お
昼
ご
は
ん
を
忘
れ
る
ほ
ど
、

農
業
に
没
頭
す
る
の
で
、
11
時
30

分
の
時
報
を
村
内
放
送
し
て
い
ま

す
が
、
簡
単
な
食
事
で
済
ま
せ
る

習
慣
が
あ
り
、
生
活
習
慣
病
に
つ

な
が
る
一
つ
の
要
因
と
考
え
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
地
道

な
啓
発
が
必
要
で
す
。

家
族
み
ん
な
で
健
康
を
考
え
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
農
業
立
村
へ

人
口
自
然
減
に
抗
う

　

農
業
者
同
士
、
消
防
署
の
な
い

本
村
の
安
全
を
守
る
消
防
団
等
、

仲
間
同
士
の
結
束
が
強
い
の
も
特

徴
で
す
。
仲
間
と
も
お
酒
と
も
上

手
に
つ
き
あ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

健
康
意
識
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

む
し
歯
有
病
者
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
よ
り
一
層
の
子

育
て
支
援
策
と
し
て
、
18
歳
ま
で
の

児
童
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
事
業
に
も

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

進
、
消
防
団
員
及
び
配
偶
者
健
診

の
実
施
、
メ
ー
ル
配
信
、
村
内
放

送
、
健
康
づ
く
り
婦
人
会
に
よ
る

戸
別
訪
問
、
量
販
店
前
で
の
受
診

勧
奨
、
手
作
り
ポ
ス
タ
ー
で
の
Ｐ

Ｒ
等
、
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
結
果
説
明
会

を
実
施
し
、
特
定
健
診
の
継
続
受

診
及
び
特
定
保
健
指
導
初
回
面
談

に
繋
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
保
健
指
導
方
法
を
検
討
し

な
が
ら
検
査
結
果
を
ご
自
身
が
経

年
的
に
見
て
、
体
の
変
化
を
実
感

し
て
も
ら
え
る
よ
う
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、

目
標
達
成
後
も
継
続
し
て
生
活
改

善
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
、
生
活
習
慣
病
発
症
予
防
の

効
果
を
一
定
程
度
、
得
て
い
ま
す
。

保
健
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

国
、
県
の
計
画
を
受
け
、
平
成

30
年
度
に
は
、
第
２
期
保
健
事
業

実
施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

第
３
期
健
康
増
進
計
画
を
策
定
予

定
で
、
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

重
点
事
業
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
で
、
主
な
取
り
組
み
と

し
て
、
糖
尿
病
、
慢
性
腎
臓
病
予

防
を
中
心
に
特
定
健
診
後
の
予
備

軍
に
対
し
、
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
に
よ
る
訪
問
、
予
防
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
村
で
す

が
、
透
析
を
行
っ
て
い
る
方
が
多

く
、
医
療
費
も
増
大
し
て
い
る
た

め
、
専
門
職
に
よ
る
早
期
介
入
を

行
い
、
重
症
化
予
防
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

男
性
は
健
康
教
室
等
へ
の
参
加

率
が
低
い
た
め
、
個
別
面
談
の

方
法
で
関
わ
る
よ
う
に
し
て
お
り
、

ハ
ウ
ス
小
屋
で
の
面
談
等
、
対
象

者
に
合
わ
せ
柔
軟
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、
維
持
、

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

　

出
生
数
は
、
平
成
28
年
度
が
29

人
、
平
成
29
年
度
が
21
人
、
平
成

30
年
度
が
20
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
保
育

所
で
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
や
保
育
料

の
国
基
準
以
下
の
設
定
、
幼
稚
園
で

は
早
朝
・
預
か
り
保
育
や
、
土
曜
保

育
の
実
施
、
夏
季
特
別
保
育
の
導

入
、
給
食
費
の
無
料
化
、
安
芸
市
内

の
病
院
と
契
約
し
て
病
児
・
病
後
児

保
育
の
実
施
、
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
等
、
子
育
て
支
援
策
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
は
地
方
の
自
治
体

に
と
っ
て
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
出
会
い
・
結
婚
支
援
事

業
、
不
妊
治
療
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
支
援
等
を
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高
齢
に
な
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役

自
立
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
支
援
策

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
高
知
市
や
空
港
な
ど

に
ア
ク
セ
ス
が
良
い
地
の
利
を
生

か
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
、
移

住
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
開
設
、

空
き
家
改
修
事
業
へ
の
助
成
等
、

移
住
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
平
成
27
年
か
ら
平
成
30

年
の
４
年
間
の
人
口
社
会
増
減
は

53
名
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
れ
ん
け
い
こ
う
ち
広

域
都
市
圏
」
の
移
住
施
策
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
二
段
階
移
住
の

県
内
第
１
号
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

県
内
か
ら
の
転
入
者
が
多
く
、年
々

成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
自
然
減
に
抗
い
、
地
域
の

活
力
を
維
持
し
て
行
く
た
め
に
は
、

移
住
後
の
地
域
住
民
と
の
交
流
の

場
や
活
躍
の
場
と
し
て
の
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
や
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
が
要

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

平
成
31
年
４
月
末
現
在
の
高
齢

化
率
は
37
・
３
％
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
高
齢
化
対
策
は
、「
介
護
予
防
」

「
高
齢
者
福
祉
」「
高
齢
者
の
い
き

が
い
づ
く
り
」が
益
々
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
で
は
、
村
内
の

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し

て
、
か
っ
ぱ
体
操
、
い
き
い
き
百

歳
体
操
、
か
み
か
み
百
歳
体
操
等

の
各
種
体
操
を
は
じ
め
、
口
腔
教

室
、栄
養
教
室
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
独
居
世
帯

の
増
加
等
で
課
題
が
、
個
別
化
、

複
雑
化
し
て
お
り
、
対
応
に
人
員

と
時
間
を
要
す
る
事
例
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
一
例
と
し
て
、

地
域
と
一
緒
に
行
う
見
守
り
活
動

が
あ
り
ま
す
。
見
守
り
が
必
要
な

高
齢
者
は
、
地
域
住
民
や
民
生
委

員
、
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
情
報

が
入
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を

基
に
名
簿
を
作
成
し
、
民
生
児
童

委
員
協
議
会
、
商
工
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
郵
便
局
、
医
療
・
介
護
関

連
施
設
等
で
構
成
す
る
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
で
、
情
報
の
収
集
、

提
供
、
共
有
化
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
80
歳
以
上
の
独
居
高
齢

者
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
み
の
り
の
会
」
が
昼
食
用
の

お
弁
当
を
作
り
、
民
生
委
員
が
自

宅
を
訪
問
し
て
安
否
や
様
子
を
伺

う
「
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
を

月
に
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
お
弁

当
は
、
季
節
の
野
菜
を
使
い
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
も
と
れ
た
真
心
の
こ

も
っ
た
も
の
で
、
利
用
者
か
ら
は

感
謝
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

芸
西
村
は
ハ
ウ
ス
園
芸
が
盛
ん

で
、
定
年
も
な
く
、
体
が
動
く
う

ち
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
農
業
に

勤
し
ん
で
い
ま
す
。

　

地
場
産
品
直
販
所
の
「
か
っ
ぱ

市
」
は
、
村
外
か
ら
の
集
客
な
ど
、

地
域
活
性
化
へ
の
効
果
の
他
、
生

き
が
い
づ
く
り
の
役
割
も
担
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
切
に

育
て
た
野
菜
や
果
物
、
花
卉
等
を

出
品
し
、「
自
分
が
作
っ
た
も
の
を

買
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」

「
全
部
売
れ
る
」「
野
菜
が
安
く
買

え
た
」
な
ど
の
喜
び
の
声
も
聞
か

れ
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、「
生
き
が
い
を
も
つ
」「
役

割
を
担
う
」「
活
躍
で
き
る
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
・
集
え
る

仕
組
み
づ
く
り
」
に
も
取
り
組
み
、

高
齢
に
な
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
が
主

役
に
な
れ
る
よ
う
な
行
政
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

介
護
保
険
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

　

平
成
30
年
度
の
認
定
率
に
つ
い

て
は
、
高
知
県
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ

19
・
３
％
で
、
認
定
者
の
内
訳
は
、

要
支
援
認
定
者
52
人
で
19
・
３
％
、

要
介
護
認
定
者
２
１
８
人
で
80
・

７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
・
高
知
県
平
均
と
比
較
し

て
、
居
住
系
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
受
給
率
は
高
く
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
在
宅

及
び
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
額

は
、
要
介
護
２
・
３
の
方
が
高
く
、

サ
ー
ビ
ス
種
別
で
は
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
が
全
国
・
高
知
県
平
均
を
大

き
く
上
回
る
利
用
で
、
次
い
で
通

所
介
護
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
老
人
保
健
施

設
が
高
知
県
平
均
の
２
・
51
倍
、

老
人
福
祉
施
設
が
１
・
34
倍
高
い

状
況
で
す
。
芸
西
村
に
は
、在
宅
系
、

施
設
系
の
事
業
所
が
充
実
し
て
お

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い

環
境
で
、
介
護
給
付
費
が
高
く
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、
健

康
保
持
増
進
や
介
護
予
防
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

な
お
、平
成
26
～
28
年
度
の
デ
ー

タ
か
ら
新
規
介
護
認
定
者
の
原
因

疾
患
は
、
関
節
疾
患
が
14
・
４
％
、

認
知
症
12
・
８
％
、
脳
血
管
疾
患

12
・
３
％
、
骨
折
・
転
倒
10
・
２
％
、

循
環
器
疾
患
９
・
６
％
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
の
農
業
従
事
者
が
多
く
、

狭
い
と
こ
ろ
で
腰
を
折
り
曲
げ
作

業
す
る
こ
と
な
ど
で
、
筋
骨
格
系
、

結
合
組
織
の
疾
患
が
他
の
市
町
村

と
比
べ
て
も
多
い
こ
と
も
、
芸
西

村
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

海
・ゴ
ル
フ・
園
芸
・
花
卉
・
し
き
び・
黒
糖

国
保
財
政
収
支
の
均
衡
に
向
け
て

国
保
に
お
け
る
問
題
点
と
課
題
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
の
デ
ー
タ
よ
り
、

国
保
加
入
率
は
37
・
４
％
で
県
下

１
位
。
基
準
総
所
得
は
県
下
２
位
。

軽
減
世
帯
割
合
は
54
・
８
％
で
県

下
33
位
と
低
く
、
軽
減
を
受
け
る

人
が
少
な
い
状
況
で
、
一
人
当
た

り
の
保
険
税
額
は
県
下
２
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国

や
県
か
ら
の
調
整
交
付
金
（
34
位
）、

財
政
安
定
化
支
援
金
（
34
位
）
が

低
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
（
平
成
29
年
11
月
）
に
よ
る
と

年
齢
調
整
後
の
医
療
費
指
数
は
県

下
３
位
、
所
得
比
率
に
お
い
て
は

２
位
と
高
医
療
費
、
高
所
得
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
事
業
費
納
付
金
は
、
国
保

税
や
保
険
給
付
費
等
交
付
金
、
国

庫
負
担
金
等
で
賄
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
費
、
所

得
が
共
に
高
く
、
国
や
県
か
ら
の

支
援
金
等
が
少
な
い
た
め
、
一
般

会
計
か
ら
繰
入
を
行
い
、
国
保
財

政
収
支
の
均
衡
を
保
っ
て
い
る
状

態
で
す
。

　

平
成
30
年
度
、
令
和
元
年
度
と

保
険
税
率
の
改
正
を
行
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
高
知
県
が
示
す
標
準
保
険

税
率
と
は
大
き
く
乖
離
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
保
険
税
率
の
検
討
と
医

療
費
の
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す
。

芸
西
村
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

や
学
術
・
産
業
・
観
光
な
ど
の

地
域
振
興
事
業
、
村
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

観
光
事
業
は
、「
日
本
の
白
砂
青

松
百
選
」
に
選
ば
れ
た
「
琴
ケ
浜
」

を
中
心
に
、
９
月
に
「
観
月
の
宴
」

10
月
に
「
竹
灯
り
の
宵
」
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
毎
年
２
大
ゴ
ル
フ
ツ

ア
ー
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
が
開

催
さ
れ
て
い
る
「
Ｋ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
黒

潮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」「
土
佐
カ

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、

し
き
び
の
栽
培
・
販
売
事
業
、
特

産
の
さ
と
う
き
び
栽
培
・
製
糖
事

業
、
竹
害
対
策
事
業
の
他
に
特
産

の
黒
砂
糖
を
使
っ
た
「
黒
糖
ミ
ル

ク
バ
タ
ー
」
の
商
品
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
二
つ
の
名

門
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
、
男
子
・
女

子
プ
ロ
に
よ
る
熾
烈
な
戦
い
を
観

戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

産
業
で
は
、「
な
す
」「
ピ
ー
マ

ン
」
等
の
施
設
園
芸
野
菜
や
、
特

産
と
な
っ
た
「
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
・

ピ
ュ
ア
ブ
ル
ー
」「
ダ
リ
ア
」
等
の

花
卉
栽
培
が
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
生
産
施
設
面
で
も
、
大
規
模

ハ
ウ
ス
の
建
設
や
温
度
や
湿
度
な

ど
の
自
動
管
理
シ
ス
テ
ム
、
Ｃ
Ｏ

２
発
生
装
置
等
の
環
境
制
御
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
も
意
欲
的
に
取
り

溝
渕
村
長
ご
自
身
が
健
康
に
対

し
て
普
段
か
ら
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

以
前
は
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
以

外
の
ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
も
や
っ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
主
に
ゴ
ル
フ
と
朝

晩
の
愛
犬
の
散
歩
で
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
名
門
ゴ

ル
フ
場
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
プ
レ
ー
し
に
来
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
保
連
合
会
に
望
む
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

日
頃
は
国
保
・
介
護
・
障
害
・

保
健
事
業
等
に
お
い
て
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
社
会
の

変
化
と
と
も
に
、
制
度
改
正
が
た

び
た
び
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
国
保
連
合
会
が
担
っ
て
い
た
だ

く
役
割
は
大
変
重
要
な
も
の
と
な

り
ま
す
が
、
関
係
機
関
に
対
す
る

引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ぜ
ひ
プ
レ
ー
を
！

国
保
連
合
会
に

望
む
こ
と
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雄大な太平洋と
緑の山に囲まれた、

ひだまりの村

いちおしスポット

　西分漁港付近には複数の種類の岩石が混在し、フランス語の「かきまぜる」が
語源となった「メランジュ」があります。
　付近には 1 億 3000 万年前から7000 万年前までの複数の地層がそのまま残っ
ており、間近で観察することができます。県の天然記念物に指定されています。

　椿寒桜・寒緋桜・大島桜・染井吉野・山桜など様々な種類の
桜の木があり、長期間にわたって桜を楽しめる公園です。
■桜の見ごろ／ 2 月下旬から4 月上旬
■お問い合わせ／ TEL：0887-33-2400【芸西村教育委員会】
■ QR コード内に桜満開の動画があります。

メランジュ

自然が織りなす造形美

　ひたすらに続く砂浜と松林は「日本の白砂青松 100 選」
にも選ばれた名勝。月の名所としても名高い琴ヶ浜では、

「観月の宴」「竹灯りの宵」などのイベントも開催されます。

琴ヶ浜野外劇場

琴ヶ浜

太平洋がステージ

果てなき水平線

夢
の
よ
う
に
美
し
い
桜
並
木

桜
ヶ
丘
公
園

　太平洋と琴ヶ浜を一望できる自然と一
体となった浜辺のオープンステージ、平日
休日問わずこのロケーションを楽しみに
人が訪れています。
■お問い合わせ／芸西村役場　
　企画振興課 TEL：0887-33-2114
■ VR で琴ヶ浜を 360 度体感しよう。

ゲイセイ
G チャンネル

芸西村 HP

VR 琴ケ浜

詳しくは、芸西村役場までお問い合わせください。
● TEL 0887-33-2111
● URL http://www.vi l l .geisei .kochi . jp

メランジュ
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琴ヶ浜 琴ヶ浜竹灯りの宵

桜ヶ丘公園

かっぱ市

芸西村筒井美術館 
芸西村文化資料館

お龍・君枝姉妹像

至 安芸市

至 香南市

琴ヶ浜野外劇場

　月の名所で
ある琴ヶ浜に、
竹に大小の穴
を開けてロウソ
クの 火を灯し
た竹 灯りが 並
びます。幻想的
なロウソクの灯と波の音に心癒されるひととき
を楽しめます。
■令和元年 10 月 5 日 ( 土 )　
　天候不良の場合 12 日 ( 土 ) に延期
■お問い合わせ／竹あかり実行委員会事務局
　TEL：0887-33-2114

　多くの観光客や地元の人で賑わう「かっぱ市」地元の野菜、
果物、花卉、朝どれの鮮魚もお店に並びます。名物の黒蜜を使っ
たかき氷は絶品！　ぜひ、ご賞味ください。
■営業時間／ 8：00 ～ 16：00　■定休日／ 12/31 ～ 1/4
■お問い合わせ／ TEL：0887-33-2990
■備考／車いす用トイレ有

00 00国道 県道

216

幻
想
的
な
光
と
波
の
夕
べ

龍
馬
へ
の
愛
ほ
と
ば
し
る

芸
西
村
の
お
す
す
め
満
載
！

琴
ヶ
浜
竹
灯
り
の
宵

お
龍
・
君
枝
姉
妹
像

か
っ
ぱ
市

　龍馬の妻お龍は、龍馬の死後、妹の君枝の
嫁ぎ先である芸西村に身をよせていました。
　お龍は龍馬の遺品の短銃で雀を撃って戯れ
たり、ここを去る時、今まで保存していた龍馬か
らの手紙を焼き捨てるよう依頼して京都に出た
というエピソードなどを残しています。この像は
太平洋や琴ヶ浜の白砂青松の中で桂浜竜頭岬
に立つ龍馬像に向かって手を振っています。

　筒井美術館は、郷土の生んだ画家、筒井
弘道氏の作品が年代ごとに網羅されており、
絵の変遷が確認できる内容となっています。
　文化資料館では、江戸中期から昭和初
期まで使われていた漁具・農具・民具な
どを展示。また地曵網漁法やハウス園芸の
模型や、芸西村出身の幕末の志士なども
紹介しています。
■会館時間／ 9：00 ～ 16：30
■入館料／無料
■休館日／月曜（祝日の場合は開館）、
　12/28 ～ 1/4
　【臨時休館】資料入替時・展示入替時
■お問い合わせ／芸西村教育委員会
TEL：0887-33-2400

白
い
小
さ
な
文
化
の
礎

芸
西
村
筒
井
美
術
館 

芸
西
村
文
化
資
料
館

VR
文化資料館
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土佐市役所　健康づくり課のみなさん

総面積　91.5k㎡
人口　27,044 人
国保被保険者数　7,696 人
高齢化率　36.0％

（令和元年 5 月末現在）

土佐市宇佐町漁港

ORANKU NO HOKENJIGYO

土佐市
Vol.88

健やかに安心して暮らせる
まちづくり

暖
か
な
気
候
、起
伏
に
富
ん
だ

豊
か
な
自
然
環
境
の
ま
ち

　

土
佐
市
は
高
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
、〝
仁
淀
ブ

ル
ー
〟
と
呼
ば
れ
る
清
流
・
仁
淀
川
の
河
口

に
位
置
す
る
市
で
す
。
地
形
は
、
平
野
、
山
、

川
、
海
と
、
起
伏
と
変
化
に
富
ん
で
い
ま
す

が
、
殊
に
リ
ア
ス
式
海
岸
の
横
浪
半
島
、
横

浪
三
里
の
景
観
は
美
し
く
、
県
内
屈
指
の
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
基
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
川
の
清
水
を
生
か
し
た
土
佐
和

し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、
市
内
全
小
中
学
校
で

フ
ッ
素
洗
口
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

む
し
歯
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
現

在
は
歯
肉
炎
が
学
童
期
で
は
や
や
増
加
傾
向

で
あ
り
、
今
後
は
歯
肉
炎
予
防
や
、
歯
周
疾

患
予
防
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
１
歳
６
カ
月
児

健
康
診
査
時
と
特
定
健
康
診
査
時
の
成
人
歯

科
健
診
に
お
い
て
、
妊
婦
歯
科
健
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
妊
婦
に
と
っ
て
は
病
院
の
予

約
が
い
ら
な
い
こ
と
、
子
ど
も
の
健
診
時
に

同
時
に
受
診
で
き
る
こ
と
で
時
間
短
縮
で
き

る
と
好
評
で
す
。
今
後
も
歯
科
健
診
や
保
健

指
導
、
歯
科
相
談
を
通
じ
て
、
歯
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
ー
タ
分
析
か
ら
見
え
る

健
康
課
題

　

平
成
29
年
度
に
、
第
２
期
保
健
事
業
計
画

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

レ
セ
プ
ト
や
統
計
資
料
等
の
デ
ー
タ
分
析
か

ら
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
等
の

生
活
習
慣
病
と
、
そ
の
生
活
習
慣
病
が
重
症

化
し
た
慢
性
腎
不
全
と
脳
梗
塞
で
医
療
費
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
工
透
析
の
医
療
費
が
高
い
こ
と
、

加茂川親水公園のあじさい。
毎年 6 月にあじさい祭りが開催されます

大綱祭り。土佐和紙の大綱（全長７０ｍ）を
南北に分かれて引き合います

特産品の土佐文旦

な
ど
の
場
合
、
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
援
助

及
び
育
児
補
助
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。
ま
た
、
出
産
時
に
家
族
の
支
援

が
困
難
な
場
合
、
あ
る
い
は
出
産
リ
ス
ク
が

高
い
妊
婦
が
事
前
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、

万
一
緊
急
搬
送
が
必
要
な
状
態
（
通
常
の
陣

痛
以
外
）
に
ス
ム
ー
ズ
に
救
急
搬
送
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
消
防
署
と
連
携
す
る
「
マ
マ
サ

ポ
ー
ト
１
１
９
」
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

妊
婦
面
接
時
等
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
各
事
業
の
周
知
を
図
り
、
利
用

拡
大
に
向
け
て
、
妊
娠
出
産
育
児
期
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
始
め
る

健
口
づ
く
り

　

土
佐
市
で
は
子
ど
も
た
ち
の
歯
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、
フ
ッ
素
洗
口
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
か
ら
市
内
の
保
育

園
で
開
始
し
、
２
年
後
に
は
市
内
全
保
育
園
、

幼
稚
園
で
実
施
と
な
り
ま
し
た
。当
初
は
フ
ッ

素
洗
口
の
説
明
に
全
園
を
回
っ
て
保
護
者
に

説
明
を
し
、
子
ど
も
た
ち
に
う
が
い
や
歯
み

が
き
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
次
第
に
歯

み
が
き
も
定
着
し
、
保
護
者
の
仕
上
げ
磨
き

や
甘
い
お
や
つ
の
配
慮
な
ど
家
庭
の
協
力
も

有
り
、
少
し
ず
つ
子
ど
も
の
む
し
歯
も
減
少

紙
作
り
や
、
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
土
壌
を

生
か
し
た
土
佐
文
旦
、
メ
ロ
ン
、
生
姜
に
代

表
さ
れ
る
農
作
物
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。
南

側
は
太
平
洋
に
面
し
て
お
り
、
カ
ツ
オ
や
ウ

ル
メ
イ
ワ
シ
の
一
本
釣
り
、
土
佐
節
（
土
佐

産
の
か
つ
お
節
）
の
生
産
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

歴
史
あ
る
産
業
や
伝
統
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」

　

平
成
28
年
度
か
ら
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」
を
立
ち
上
げ
、

妊
娠
届
時
に
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
保
健
師
）
等
に
よ
る
妊
婦
へ
の
面
接
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

土
佐
市
の
妊
娠
届
出
状
況
は
、
平
成
29
年

度
が
１
６
４
件
、
平
成
30
年
度
は
１
５
０
件

と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
妊
婦
へ
の
全
数
面
接
を
実
施
し
、
こ
れ

ま
で
の
３
年
余
り
で
妊
産
婦
対
象
の
サ
ー
ビ

ス
を
徐
々
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

主
な
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
目
は
産
後
ケ
ア
事

業
で
、
産
後
授
乳
な
ど
の
育
児
に
不
安
を
抱

え
る
産
婦
が
、
助
産
師
に
よ
る
訪
問
支
援
を

２
回
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
二
つ
目
は
産

前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
で
妊
産
婦
が
体

調
不
良
や
家
族
の
支
援
が
十
分
得
ら
れ
な
い
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年
齢
調
整
死
亡
率
で
は
腎
不
全
が
国
、
県
よ

り
２
倍
以
上
高
い
こ
と
、
健
診
受
診
者
と
未

受
診
者
で
は
医
療
費
に
６
・９
倍
の
差
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
糖
尿
病
性
腎
症
か
ら
人
工
透
析
に
至
る

新
規
患
者
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
最
重
要

課
題
と
し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

重
症
化
予
防
の
取
り
組
み

　

集
団
健
診
受
診
者
で
要
医
療
と
な
っ
た
方

に
は
、
訪
問
や
面
接
で
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
自
分
な
り
に
や
っ
て
い
る
」「
様

子
を
見
て
み
る
」
等
の
理
由
で
受
診
に
つ
な

が
ら
な
い
方
も
多
い
た
め
、
未
受
診
の
方
へ

は
再
度
電
話
で
受
診
勧
奨
を
行
い
、
受
診
の

必
要
性
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
血
管
病
重
症
化
予
防
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
抽
出

さ
れ
た
対
象
者
に
対
し
、
保
健
師
や
管
理
栄

養
士
、
栄
養
士
が
保
健
指
導
時
や
訪
問
に
て

受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
レ
セ
プ
ト
や

健
診
デ
ー
タ
の
あ
る
方
は
、
ど
の
よ
う
な
疾

患
が
あ
る
の
か
、
治
療
状
況
、
入
院
歴
等
の

情
報
を
確
認
し
て
、
対
象
者
の
背
景
を
探
り
、

ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
え
ば
受
診
に

つ
な
が
る
の
か
を
検
討
し
、
関
わ
り
を
持
つ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

「
と
さ
っ
子
健
診
」

　

特
定
健
診
後
の
保
健
指
導
を
実
施
す
る
中

で
、
長
年
の
生
活
で
染
み
付
い
た
生
活
習
慣

の
改
善
は
容
易
で
は
な
く
、
生
活
習
慣
の
基

礎
を
築
く
幼
少
期
・
小
児
期
か
ら
健
康
的
な

生
活
を
行
う
積
み
重
ね
の
重
要
性
を
認
識
し

た
こ
と
、
ま
た
土
佐
市
の
肥
満
傾
向
の
児
童・

生
徒
の
割
合
は
全
国
平
均
・
県
平
均
よ
り
高

く
、
特
に
小
学
校
高
学
年
～
中
学
生
で
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
か
ら
、
平

成
24
年
度
か
ら
高
知
県
立
大
学
と
の
連
携
事

業
に
関
す
る
協
定
の
も
と
、
小
児
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
「
と
さ
っ
子
健
診
」
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

と
さ
っ
子
健
診
で
は
特
定
健
診
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
の
検
査
項
目
（
身
体
計
測
、
腹
囲
測

定
、血
圧
測
定
、尿
検
査
、
診
察
、血
液
検
査
）

を
実
施
し
、
加
え
て
歯
科
の
話
や
健
康
に
関

す
る
ゲ
ー
ム
な
ど
に
参
加
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
健
診
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
後
に
は
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
健
診

結
果
説
明
会
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
健
診
結

蓮池公園のハス。
毎年 7 月にハス祭りが開催されます

ぽかぽかルームの様子（生後 4 カ月未満までの
子どもと保護者、妊婦対象の育児相談）

出間のひまわり。毎年 10 月に
出間沖花・花フェスタが開催されます

学校での歯みがき指導の様子

子育て世代包括支援センター「ぽっかぽか」

とさっ子健診時の問診の様子

ORANKU NO HOKENJIGYO

とさっ子健診時の採血の様子

健康ウォーキング教室の様子

結果説明会。血管モデルやフードモデル等を
見ながら、生活習慣と血液・血管の関係性に
ついて説明を聞いています

健康づくり推進員による
量販店での受診勧奨の様子

「お弁当の日」で 6 年生が作ったお弁当

菜の花ウォークの様子

果
と
普
段
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
振
り
返
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
の
健
康
意
識
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
保
護
者
も
健
康
意
識
を
改
め
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
家
族
全
員
の
生
活
習
慣
の

改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

土
佐
市
に
お
け
る
食
育

―
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
食
を
選
択
し
、作
る

こ
と
が
で
き
る
力
を
育
む
た
め
に
―

　

土
佐
市
で
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま

で
、
土
佐
市
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、「
豊

か
な
心
と
か
ら
だ
を
育
て
よ
う
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
乳
幼
児
期
、
学
童
・
思
春
期
は
、
将

来
の
望
ま
し
い
食
習
慣
の
確
立
に
つ
な
が
る

大
事
な
時
期
で
あ
り
、
保
育
園
や
幼
稚
園
で

は
、
主
に
年
長
児
に
向
け
て
「
ハ
ー
ト
フ
ル

ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
保
育
園
出
前
講
座
」
と
し
て
、
朝

食
の
大
切
さ
や
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
媒
体

を
使
っ
て
講
話
を
実
施
、
小
中
学
校
で
は
、

主
に
小
学
校
高
学
年
と
中
学
１・２
年
生
に
向

け
て
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
レ
ン
ズ
事
業
」
と
し

て
、
朝
食
の
大
切
さ
や
自
分
に
合
っ
た
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
食
事
に
つ
い
て
講
義
や
調
理

実
習
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
子
ど
も
た

ち
が
各
家
庭
に
お
い
て
自
分
で
作
っ
た
お
弁

当
を
持
参
し
、
学
校
で
食
べ
る
「
お
弁
当
の

日
」
の
実
施
を
支
援
す
る
た
め
、「
お
弁
当
の

日
」
実
践
モ
デ
ル
事
業
（
令
和
元
年
度
か
ら

は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
「
お
弁
当
の
日
」
サ
ポ
ー

ト
事
業
」）
を
実
施
し
て
お
り
、
授
業
の
中
で

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
お
弁
当
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
講
話
や
調
理
実
習
を
行
っ
て

い
ま
す
（
今
年
度
で
４
校
目
）。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
食
を
選
択
し
、
作

る
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
み
、
将
来
の
生
活

習
慣
病
予
防
に
つ
な
が
る
よ
う
今
後
も
効
果

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関

の
方
々
、
職
員
が
連
携
し
な
が
ら
、
様
々
な

取
り
組
み
を
通
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
、
元
気
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1112 vol.339 vol.339



元
気
散
策
！

こ
の
ま
ち
か
ら
の
笑
顔
だ
よ
り

宿
毛
市

四
国
の
西
南
端
に
位
置
し
、

温
暖
な
気
候
と

海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
。

城
下
町
と
し
て
も
栄
え
、

多
く
の
史
跡
や
文
化
財
が

残
る
ま
ち
宿
毛
市
で
、

あ
た
た
か
い
笑
顔
に

出
会
い
ま
し
た
。

「
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
」

食
生
活
改
善
の
活
動
を

通
じ
て
市
民
の
健
康
と

福
祉
の
増
進
へ

宿毛市食生活改善推進協議会 山本八重子会長

「
宿
毛
市
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
」

山
本
会
長
を
訪
ね
る

　

今
回
は
宿
毛
市
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
（
以
下
、
宿
毛
市

食
改
）
に
お
い
て
、
市
民
の
健

康
と
福
祉
の
増
進
に
取
り
組
む

山
本
八
重
子
会
長
を
訪
ね
た
。

　

ま
た
、
宿
毛
市
を
代
表
す
る

歴
史
観
光
施
設
で
あ
り
交
流
拠

点
施
設
で
も
あ
る
「
宿
毛
ま
ち

の
え
き 

林
邸
」
に
お
い
て
、
お

話
を
伺
っ
た
。

宿
毛
市
食
改
の
取
り
組
み

「
地
域
に
お
け
る
食
生
活
改
善

の
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
の
健

康
と
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
、

日
々
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
」
と
語
る

山
本
会
長
。

　

宿
毛
市
食
改
で

は
、
毎
年
、
小
中

学
校
で
地
産
地
消

の
旬
の
材
料
を

使
っ
た
お
弁
当
作

り
や
親
子
の
食
育

教
室
の
開
催
、
男

性
の
た
め
の
料
理

教
室
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
若
者
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
の
料
理
と
啓
発
事

業
の
他
、
各
地
域
の
高
齢
者
を

集
め
て
の
昼
食
作
り
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
学
校
訪

問
を
行
い
、
食
の
大
切
さ
を
啓

発
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
市
の
行
う
イ
ベ
ン

ト
や
産
業
祭
等
へ
の
協
力
、
参

加
を
し
て
、
毎
回
、
減
塩
の
大

切
さ
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
６
月
２
日
に
開
催
さ

れ
、
過
去
最
多
の
出
場
者
数
と

な
っ
た
第
５
回
宿
毛
マ
ラ
ソ
ン

で
は
、
ゴ
ー
ル
し
た
出
場
者
に

手
作
り
の
小
夏
ゼ
リ
ー
を
振
る

舞
っ
た
。

地
域
を
元
気
に
す
る

　
「
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
若

い
う
ち
は
夫
婦
共
働
き
で
一
生

懸
命
に
働
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

舅
、
姑
、
そ
れ
か
ら
実
母
と
、

三
人
の
親
を
看
取
り
、
子
ど
も

た
ち
も
大
き
な
病
気
も
せ
ず
、

元
気
に
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
皆
さ

ん
の
お
陰
で
も
あ
り
、
何
よ
り

も
自
分
た
ち
が
元
気
だ
っ
た
こ

と
が
一
番
大
き
な
財
産
と
な
り

ま
し
た
」
と
山
本
会
長
は
振
り

返
っ
た
。

　

宿
毛
市
か
ら
声
が
か
か
り
、

平
成
５
年
か
ら
２
年
間
（
現
在

は
１
年
間
）
の
研
修
後
、
市
よ

り
委
嘱
を
受
け
て
食
生
活
改
善

推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
と

な
り
、
平
成
７
年
か
ら
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
て
現
在
に
至
る
。

　

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
な
っ
て
今

年
で
24
年
目
、
会
長
に
就
任
し

て
か
ら
は
11
年
目
を
迎
え
、
現

在
、
26
名
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と

共
に
活
動
を
し
て
い
る
。「
地

域
が
元
気
に
な
れ
ば
、
も
ち
ろ

ん
宿
毛
市
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

少
々
の
こ
と
で
は
病
院
に
か
か

ら
な
く
な
り
、
国
保
の
保
険
料

が
少
な
く
な
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

地
域
を
元
気
に
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
山
本
会
長
ご

自
身
の
大
き
な
励
み
に
も
な
っ

て
い
る
。

心
の
成
長
の
大
き
な
指
針

　

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
等

は
大
変
で
は
あ
る
が
、
26
名
の

推
進
員
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し

て
頑
張
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
活
動
10
年
以
上
の
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
が
半
数
近
く
を
占

め
る
。
先
輩
は
後
輩
を
大
切
に

し
て
、
後
輩
は
先
輩
に
指
導
を

仰
ぎ
、
皆
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
「
宿
毛
市
食
改
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
自
分
自
身

の
心
の
成
長
の
大
き
な
指
針

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
」
と
山
本
会
長
。

　

会
長
と
し
て
時
に
は
厳
し
い

こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
も
あ
る
が
、
会
長
の
言

う
こ
と
な
ら
と
皆
が
積
極
的
か

つ
協
力
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ

て
い
る
。

　

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
何

よ
り
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い

る
。

担
当
区
ご
と
の

ば
ら
つ
き
が
課
題

　

宿
毛
市
を
四
つ
の
担
当
区
に

分
け
て
活
動
し
て
い
る
。
担
当

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
数
が
均
等
で

は
な
い
た
め
、
中
に
は
担
当
者

数
の
格
差
が
目
立
つ
地
区
が
あ

り
、
活
動
の
際
に
は
、
他
の
担

当
区
か
ら
応
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
、
推
進
員
の
募
集

宿毛マラソンでの活動の
様子。ヘルスメイトの
皆さんと中平富宏市長

宿毛まちのえき 林邸
にて、宿毛市食改
活動等について伺った

やさいの日
キャンペーン
の様子

趣味で15年以上続けている詩吟は元気
のもと。幡多地区の女性部長を務める。
合吟の部では全国大会へ、独吟では敬
老会等で披露している
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スローガン

会
員
の
力
を
結
集
し

楽
し
く
進
め
よ
う「
地
域
の
健
康
づ
く
り
」

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者

な
で
し
こ
の
会

地
域
住
民
の
保
健
と

福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
く

第
21
回
通
常
総
会
・
第
39
回
研
修
会
開
催

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者
な
で
し

こ
の
会
は
５
月
20
日
、
高
知
市
の

高
知
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
会
員

24
人
の
出
席
の
も
と
、
第
21
回
通

常
総
会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度

事
業
報
告
認
定
議
案
等
、
全
５

議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
岩
﨑
丸
会

長
は
、「
会
の
活
動
は
市
町
村
か
ら

の
要
望
も
増
え
、
年
度
当
初
に
ほ
ぼ

計
画
が
埋
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お

陰
で
す
」
と
会
員
の
支
援
・
協
力
に

対
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
高
知
県
健

康
政
策
部
健
康
長
寿
政
策
課
の
中

島
信
恵
保
健
推
進
監
兼
よ
さ
こ
い
健

康
プ
ラ
ン
21
推
進
室
長
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、
行
政
で
働
く
保
健
師
や
栄
養

士
、
歯
科
衛
生
士
の
地
域
保
健
従

事
者
の
人
材
育
成
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
。「
地
域
保
健
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら

３
職
種
を
は
じ
め
、
関
係
職
種
の
人

材
育
成
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

育
成
の
一つ
と
し
て
技
術
の
継
承
が
重

要
だ
と
捉
え
て
い
る
」
と
、
会
員
の

活
動
現
場
等
で
の
協
力
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
石
﨑
加
壽
子

氏
を
選
出
、
議
事
録
署
名
人
を
指

名
後
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
認

定
議
案
・
令
和
元
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

案
・
令
和
元
年
度
事
業
計
画
議
案

等
を
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
し
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
第
39
回
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
１
と
し
て
、

高
知
県
健
康
政
策
部
健
康
長
寿
政

策
課
の
中
島
信
恵
氏
か
ら
「
高
知

県
の
健
康
長
寿
県
構
想
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
以
下
、
講
演
１
要
旨
）

　

健
康
長
寿
県
構
想
第
３
期
バ
ー

ジ
ョ
ン
４
の
ポ
イ
ン
ト
の
中
で
、
壮
年

期
の
死
亡
率
の
改
善
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
取
り
組
み
と
し
て
、
セ
ッ
ト
健
診
日

を
拡
大
す
る
な
ど
の
「
が
ん
予
防
の

推
進
」、
特
定
健
診
受
診
促
進
の
啓

発
リ
ー
フ
レッ
ト
の
配
布
や
歯
周
病
予

防
に
よ
る
全
身
疾
患
対
策
の
た
め
の

成
人
歯
科
健
診
の
支
援
等
の
「
血

管
病
対
策
の
推
進
」
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
康
づ
く
り
・
疾
患
予

防
と
し
て
、
ヘル
ス
メ
イ
ト
の
健
康
教

育
と
フ
ッ
化
物
洗
口
等
の
「
健
康
教

育
の
推
進
」、
高
知
家
健
康
サ
ポ
ー

タ
ー
か
ら
健
康
無
関
心
層
へ
健
康
パス

ポ
ー
ト
の
取
得
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
の

「「
ヘル
シ
ー
・
高
知
家
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
推
進
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
増
進
法
の
新
た
な
動

き
と
し
て
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る

全
て
の
施
設
に
お
い
て
、
今
後
、
原

則
屋
内
禁
煙
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

続
い
て
、
講
演
２
と
し
て
、
高
知

県
健
康
政
策
部
医
事
薬
務
課
・
主
査

（
薬
剤
師
）
の
濱
田
一
功
氏
か
ら
「
高

知
県
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

促
進
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

（
以
下
、
講
演
２
要
旨
）

　

本
県
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使

用
割
合
が
全
国
46
位
と
い
う
現
状
よ

り
、
服
薬
状
況
の
確
認
が
特
に
必
要

な
患
者
へ
の
服
薬
支
援
と
し
て
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
や
重
複
投
薬
に

対
す
る
文
書
通
知
、服
薬
サ
ポ
ー
タ
ー

に
よ
る

電
話
で

の
個
別

勧
奨
等

の
取
り

組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
届
い
た
通
知
を
「
高

知
家
健
康
づ
く
り
支
援
薬
局
」
へ
持

参
し
、
相
談
や
支
援
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

意
図
的
な
多
剤
投
薬
が
疑
わ
れ

る
方
や
相
談
に
行
く
意
思
の
な
い
方

等
、
電
話
で
の
対
応
が
難
し
い
状
況

が
あ
る
こ
と
か
ら
、在
宅
患
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
と
し
て
、
多
職
種
が
連
携
し
、

在
宅
で
の
服
薬
状
況
を
改
善
す
る
こ

と
に
よ
り
、
薬
物
治
療
の
効
果
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
在
宅
服

薬
支
援
事
業
「
高
知
家
お
薬
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
平
成
30
年
度
か
ら
県
全
域

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

岩﨑 丸

会長

中島　信恵 氏

来賓

石﨑　加壽子 氏

議長

濱田　一功 氏

講師

和気あいあいとした
雰囲気の中で楽しく

に
よ
り
新
し
い
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

を
補
充
し
て
い
る
。
多
い
と
き

に
は
36
人
が
在
籍
し
て
い
た
こ

と
も
あ
る
が
、
高
齢
や
家
族
の

介
護
等
の
事
情
で
辞
め
ら
れ
る

方
も
お
り
、
今
年
度
は
４
人
の

補
充
で
、
現
在
26
人
で
活
動
。

　

ど
の
地
区
か
ら
も
満
遍
な
く

応
募
し
て
く
れ
る
こ
と
が
難
し

い
現
状
で
は
あ
る
が
、
今
は
他

の
地
域
か
ら
の
応
援
に
よ
っ
て
、

活
動
が
で
き
て
い
る
。
皆
の
協

力
体
制
に
よ
っ
て
成
せ
る
業
だ
。

宿
毛
市
の
魅
力
、

好
き
な
と
こ
ろ

　
「
や
は
り
太
平
洋
を
バ
ッ
ク
に

美
し
い
『
だ
る
ま
夕
日
』
が
見

ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
人
の

性
格
も
明
る
く
、
宿
毛
は
自
分

に
合
っ
た
所
だ
と
思
い
ま
す
」

と
山
本
会
長
。

　

宿
毛
の
偉
人
に
も
名
を
連
ね

る
林
有
造
氏
に
よ
っ
て
明
治

22
年
に
建
築
さ
れ
た
旧
林
邸

が
、
歴
史
的
な
価
値
を
尊
重
し

な
が
ら
も
最
新
の
建
築
技
術
に

よ
り
見
事
に
現
代
に
蘇
っ
て
い

る
。「
林
邸
が
宿
毛
市
の
立
派
な

表
玄
関
と
な
っ
た
こ
と
は
、
本

当
に
何
よ
り
も
嬉
し
い
と
思
い

ま
す
し
、
宿
毛
市
の
品
格
が

上
が
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

健
康
づ
く
り
の
担
い
手

と
し
て
、
仲
間
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
く

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
展
望
を

伺
う
と
、「
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
生
涯
を
通
じ
た
食

育
活
動
、
健
康
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
元
気

で
あ
る
限
り
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

食
生
活
の
改
善
活
動
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
一
人
で
も
多
く
の

方
の
健
康
寿
命
が
延
び
て
い
け

る
よ
う
、
私
た
ち
の
仲
間
と
共

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と

力
を
込
め
た
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
主
に
宿

毛
市
食
改
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
っ
た
が
、
そ
の
他
に
も
、

65
歳
以
上
の
方
が
月
１
回
集

ま
っ
て
、
介
護
予
防
や
地
域
の

活
性
化
を
目
指
す
「
地
域
元
気

ク
ラ
ブ
」
の
二
ノ
宮
地
区
で
長

年
、
支
援
代
表
者
を
務
め
て
い

る
。
二
ノ
宮
元
気
ク
ラ
ブ
で
は
、

支
援
者
に
よ
る
手
作
り
の
昼
食

会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
小

学
校
や
保
育
園
と
の
交
流
な
ど

も
行
う
。
利
用
者
も
支
援
者
も

全
員
「
み
ん
な
が
主
役
」
を
合

言
葉
に
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、

地
域
の
財
産
と
し
て
、
活
動
を

守
り
続
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
宿
毛
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
・
シ
ル
バ
ー
芸

能
大
会
等
で
司
会
を
務
め
、
創

意
工
夫
あ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
大

会
を
盛
り
上
げ
る
な
ど
、
多
彩

に
活
躍
し
て
い
る
。

　

地
域
に
根
差
し
た
、
山
本
会

長
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し

た
い
。

訪ねた元気人
宿毛市食生活改善推進協議会

会長 山
や ま も と

本八
や え こ

重子さん 

二ノ宮元気クラブの活動に対し、社会福祉法人 高知県社会福祉協議会主催
「第4回 高知の輝くシニア大賞」特別賞（地域貢献部門）を受賞

高知県食生活改善推進協議会
結成40周年記念祝賀会にて

自宅の立派な大木の桜。近所の方が集まって行う
お花見は恒例行事

宿毛まちのえき　林邸
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高
知
県
国
保
地
域
医
療
推
進
協
議
会
は

５
月
18
日
、高
知
市
の
高
知
共
済
会
館
に

お
い
て「
第
37
回
通
常
総
会
」を
開
催
し
、

平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決

算
、令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出

予
算
を
は
じ
め
と
す
る
全
６
議
案
を
原
案

ど
お
り
認
定・可
決
し
た
。

総
合
的
な
地
域
包
括

ケ
ア
体
制
の
展
開

　
中
尾
博
憲
会
長

（
四
万
十
町
長
）

は
、
開
会
あ
い
さ

つ
の
冒
頭
、
各
会
員
が
保
健
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
を
一
体
的
に
提
供
す
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
と
し
て
、
地
域

医
療
の
確
保
や
地
域
住
民
の
健
康
保
持
増
進
に

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
対
し
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
保
直
営
診
療
施
設
が
こ
れ
ま
で

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
は
じ
め
、
保
健
お
よ

び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
き
た
経
過

に
触
れ
、「
地
域
包
括
ケ
ア
の
先
駆
者
と
し
て
長

年
蓄
積
し
て
き
た
知
識
と
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
後
ま

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
寄
与

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
、
そ
の
使
命
を

高知県国保地域医療推進協議会

地域における保健、医療、福祉、
介護サービスの連携の下、総合的な
地域包括ケア体勢を展開していく

第 37 回通常総会

高知県国保地域医療推進協議会

会長　中尾 博憲

開
会
あ
い
さ
つ

保
険
事
業
の
効
率
的
・
効
果
的
な

実
施
等
に
努
め
る

　

続
い
て
、
国

保
連
合
会
の

楠
瀬
耕
作
理

事
長
（
須
崎

市
長
）
が
国
保
制
度
の
現
状
に

つ
い
て
、「
国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
と
し
て
、

地
域
住
民
の
健
康
保
持
増
進
に
努
め
て
き
た

が
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
低
所
得
者
の
増
加

等
に
よ
り
、
国
保
の
事
業
運
営
は
今
ま
で
以
上

に
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
」
と
言
及

し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
都
道
府
県
が
国
民
健
康
保
険

の
財
政
運
営
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
一
年

が
経
過
す
る
。
私
た
ち
と
し
て
も
国
民
健
康
保

険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
に
全
力
を
傾
け
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
制
度
を
構
築
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
保
の
一
員
と
し
て
、
安
心
・
信

頼
の
医
療
の
確
保
と
予
防
の
重
視
と
い
う
観
点

か
ら
、
地
域
住
民
に
密
接
な
国
保
直
営
診
療
施

設
が
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の

に
な
る
と
し
、「
本
会
と
し
て
も
、
国
保
直
営
診

療
施
設
を
中
心
と
し
た
保
険
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
の
各
分
野
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

保
険
者
と
の
密
接
な
連
携
の
下
、
保
険
事
業
の

効
率
的
・
効
果
的
な
実
施
等
に
努
め
て
い
く
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

語
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
保
健
、
医
療
、

福
祉
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
の
も
と
総
合
的

な
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
展
開
に
向
け
た
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

住
民
の
健
康
の
保
持
増
進
や
対
策

医
療
推
進
へ
の
取
り
組
み
を

　

高
知
県
健
康
政

策
部
の
鎌
倉
昭

浩
部
長
が
来
賓

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

は
じ
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
各
会
員

の
取
り
組
み
に
対
し
、「
国
民
健
康
保
険
事
業

や
国
保
直
営
診
療
施
設
等
に
お
け
る
様
々
な
活

動
を
通
じ
、
地
域
医
療
の
推
進
、
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
述
べ
、
感
謝
の
意
を
表

し
た
。

　

さ
ら
に
、
県
が
策
定
し
て
い
る
、
県
民
の
誰

も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
現
在
、
第
３
期
・バ
ー

ジ
ョ
ン
４
へ
改
定
さ
れ
た
「
日
本
一
の
健
康
長
寿

県
構
想
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

本
構
想
に
基
づ
い
て
県
民
の
健
康
づ
く
り
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
を
語
り
、
地
域
医

療
の
核
と
し
て
、
本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、

住
民
の
健
康
の
保
持
増
進
や
対
策
医
療
推
進
の

取
り
組
み
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

全
６
議
案
を
原
案
ど
お
り

認
定
・
可
決

　

そ
の
後
、
議
長

に
大
川
剛
史
・

四
万
十
町
国
民
健

康
保
険
大
正
診
療
所

放
射
線
技
師
を
選
出
し
、
議
事

録
署
名
人
を
指
名
し
た
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

審
議
の
結
果
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
歳
入

歳
出
決
算
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳

出
予
算
を
は
じ
め
全
６
議
案
を
原
案
ど
お
り
認

定
・
可
決
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ

高知県健康政策部　部長

鎌倉 昭浩 氏

高知県国民健康保険団体連合会

理事長　楠瀬 耕作

高知県国保地域医療推進協議会役員
任期　自　令和元年 6 月 7 日　至　令和３年 6 月 6 日

区分 役職名 氏　名 現職名

役
　
員

会　長 中尾　博憲 四万十町長

副会長 岡田　順一 大月町長

〃 松浦喜美夫 いの町立国民健康保険仁淀病院院長職務
代理者

常務理事 江口　卓助 高知県国民健康保険団体連合会事務局長

理　事 細川　博司 本山町長

〃 吉田　尚人 梼原町長

〃 佐野　正幸 本山町立国民健康保険嶺北中央病院長

〃 立石　秀郎 四万十市国民健康保険西土佐診療所長

〃 久保　可奈 馬路村健康福祉課長

〃 渡邉　公平 佐川町立高北国民健康保険病院病院事業 
副管理者兼事務局長

〃 岡　　ゆい 仁淀川町国民健康保険大崎診療所
主任看護師

〃 濵田　　仁  高知県健康政策部国民健康保険課長

〃 中島　信恵 高知県健康政策部健康長寿政策課保健推進監
兼よさこい健康プラン 21 推進室長

〃 岡林　弘毅 高知県国民健康保険団体連合会理事

監　事 池田　三男 津野町長

〃 和田　幸久 佐川町立高北国民健康保険病院病院事業
管理者兼院長

顧　問 瀬尾　宏美 高知大学医学部附属病院総合診療部教授

議長

四万十町国民健康保険大正診療所

放射線技師　大川　剛史 氏

重
点
事
項

１　

第
33
回
高
知
県
国
保
地
域
医
療
学
会
の

開
催

２　

第
59
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
への
参

加
奨
励

３　

高
知
県
国
保
被
保
険
者
健
康
づ
く
り
推

進
月
間
の
設
定

４　

各
部
会
の
連
携
に
よ
る
育
成
指
導
等
の
実
施

５　

医
師
確
保
等
の
直
診
対
策

６　

医
師
等
研
修
会
への
参
加
奨
励

７　

関
係
団
体
の
諸
会
議
への
参
加
奨
励

８　

そ
の
他
、
地
域
医
療
活
動
の
推
進
に
関
す

る
諸
問
題
に
つい
て
、
研
究
協
議
に
努
め
る
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随

想
こくほ

健
康
寿
命
の
延
伸

武　

田　

俊　

彦

T
o

s
h

i
h

i
k

o
 

T
a

k
e

d
a

厚
生
労
働
省　

政
策
参
与

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
に

重
点
が
置
か
れ
る
１
年

　

今
年
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

政
策
の
重
点
が
置
か
れ
る
年
と

な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
骨
太
の

方
針
に
お
い
て
も
、
疾
病
・
介
護

の
予
防
・
健
康
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
盛
り
込
ま
れ
る
予
定
で
あ
る

し
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
も
、

「
２
０
４
０
年
を
展
望
し
た
社
会

保
障
・
働
き
方
改
革
本
部
」
に
お

い
て
、
先
般
「
健
康
寿
命
延
伸
プ

ラ
ン
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
こ

れ
は
戦
略
的
な
実
行
計
画
と
し
て

今
後
の
施
策
の
指
針
と
な
る
も
の

だ
。効

果
的
な
事
業
展
開
へ
向
け

た
多
様
な
支
援
策
が
求
め
ら

れ
る

　

と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
国

保
の
歴
史
は
保
健
事
業
の
歴
史
で

も
あ
る
。
健
康
に
向
け
た
取
り
組

み
は
国
保
事
業
の
根
幹
で
あ
り
、

他
の
医
療
保
険
制
度
に
比
べ
て
深

く
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
今

後
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
お
い
て

も
、
市
町
村
国
保
が
国
を
リ
ー
ド

す
る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
。

　

今
回
の
健
康
寿
命
延
伸
プ
ラ
ン

に
お
い
て
は
、
多
種
多
様
な
健
康

施
策
が
盛
り
込
ま
れ
、
多
く
が
市

町
村
に
そ
の
実
施
の
期
待
が
か
か

る
。
今
後
、
多
様
な
支
援
策
が
講

じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
市
町
村
の
現

場
が
対
応
出
来
な
い
可
能
性
も
あ

る
。
国
と
地
方
で
よ
く
話
し
合
い
、

効
果
的
な
事
業
展
開
を
考
え
て
欲

し
い
。

　

と
い
う
の
も
、
過
去
に
お
い
て
、

大
き
な
政
策
の
変
更
が
あ
り
、
そ

の
都
度
現
場
が
対
応
に
追
わ
れ
た

歴
史
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら

だ
。予

防
や
リ
ハ
ビ
リ
、
保
健
事

業
に
重
点
が
置
か
れ
る

　

大
き
な
制
度
変
更
の
例
と
し
て

は
、
昭
和
57
年
度
に
お
け
る
老
人

保
健
法
の
施
行
が
あ
る
。
こ
の
法

律
に
よ
り
、
我
が
国
の
高
齢
者
向

け
の
医
療
保
険
制
度
は
予
防
か
ら

治
療
、
さ
ら
に
は
リ
ハ
ビ
リ
ま
で

総
合
的
に
保
健
医
療
対
策
を
進
め

る
保
険
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
こ
れ

は
、
10
年
間
続
い
た
老
人
医
療
費

無
料
化
時
代
に
余
り
に
も
治
療
偏

重
の
医
療
体
制
が
出
来
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
、
予
防
や
リ
ハ
ビ

随

想
こくほ
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リ
が
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
へ
の
反
省
か
ら
制
度
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

政
策
的
に
も
保
健
事
業
に
重
点

が
置
か
れ
、
目
標
値
や
工
程
表
が

作
ら
れ
（
５
カ
年
計
画
）、
十
分

な
予
算
措
置
も
行
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
市
町
村
は
健
診
業
務
に
追

い
立
て
ら
れ
市
町
村
保
健
師
は
健

診
業
務
に
多
く
の
時
間
が
と
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
保
直
診
か
ら
「
地
域
包
括

ケ
ア
」
の
概
念
の
発
生

　

一
方
、
国
は
昭
和
58
年
度
に
国

保
で
「
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ

ン
事
業
」
を
立
ち
上
げ
、
市
町
村

保
健
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
た
。

様
々
な
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
取

り
組
み
に
対
し
て
、
国
保
の
財
政

の
仕
組
み
を
活
用
し
て
、
積
極
的

に
財
政
措
置
を
行
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
国
保
直
診
施

設
の
中
か
ら
、
医
療
施
設
で
あ
り

な
が
ら
も
行
政
と
と
も
に
積
極
的

に
保
健
事
業
に
乗
り
出
す
施
設

が
現
れ
、
こ
の
動
き
が
全
国
に
広

が
っ
て
い
っ
た
。
現
在
国
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
の
概
念
も
こ
う
し
た
国
保
直

診
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
化
と
創
意
工

夫
が
生
き
た
時
代
が
、
再
び
転
換

期
を
迎
え
た
の
が
、
高
齢
者
医
療

制
度
の
施
行
だ
っ
た
。
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
導
入
が
平

成
18
年
の
医
療
保
険
制
度
改
革
で

決
ま
り
、
老
人
保
健
法
は
廃
止
・

改
組
さ
れ
て
高
齢
者
医
療
確
保
法

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
若
年
層

に
対
す
る
生
活
習
慣
病
予
防
が
主

要
課
題
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
い
う
言
葉
や
メ
タ
ボ
健

診
、
ひ
い
て
は
メ
タ
ボ
体
型
と
い

う
言
葉
ま
で
人
口
に
膾か
い
し
ゃ炙
し
、
一

大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
う
。

施
策
の
重
要
な
柱
は
、

高
齢
者
へ
の
健
康
対
策

　

し
か
し
、
こ
の
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
は
、
市
町
村
に
今
ま

で
以
上
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
新
し
い
法

律
が
、
保
険
者
に
義
務
を
か
け
、

こ
の
特
定
健
診
等
の
実
施
状
況
に

応
じ
て
拠
出
金
を
変
動
さ
せ
る
仕

組
み
と
し
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ

が
各
保
険
者
に
「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」

と
受
け
止
め
ら
れ
、
他
の
保
健
事

業
を
や
め
て
で
も
特
定
健
診
等
に

力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
認
識
が
生
じ
た
。
結
果
と
し

て
、
多
く
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
が
消
え
、
あ
る
い
は
停
止
し
た

と
い
う
声
も
聞
い
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
健
診
が
理
念
的
に
若
年
層
の

予
防
を
重
視
し
、
高
齢
者
に
つ

い
て
は
法
律
の
義
務
化
の
対
象
外

と
し
た
た
め
、
高
齢
者
に
着
目
し

た
健
康
対
策
は
進
展
が
遅
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

私
が
、
フ
レ
イ
ル
対
策
の
重
要

性
を
訴
え
始
め
た
の
は
、
そ
の
よ

う
な
経
緯
も
背
景
に
あ
る
。
今
、

再
び
高
齢
者
へ
の
健
康
対
策
は
施

策
の
重
要
な
柱
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
今
後
の
施
策
展
開
に
是
非
注

目
し
て
い
き
た
い
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

昭和 34 年 9 月 2 日生
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高
知
県
国
民
健
康
保
険
事
務
担

当
職
員
協
議
会
は
５
月
24
日
、
高

知
市
の
高
知
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て

第
38
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
報

告
事
項
お
よ
び
平
成
30
年
度
事
業

報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
、
令
和
元

年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算

を
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認

定
・
可
決
し
た
。

れ
て
い
く
」
と
し
、
引
き
続
き
、

県
お
よ
び
国
保
連
合
会
等
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
取
り

な
が
ら
、
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
呼
び
掛
け
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ

よ
り
円
滑
な
制
度
運

用
に
努
め
て
い
く

　

来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高

知
県
健
康
政
策
部
国
民
健
康
保

険
課
の
濵
田
仁
課
長
は
、
あ
い

さ
つ
の
冒
頭
、
会
員
が
国
保
事

業
の
運
営
を
通
じ
、
住
民
の
健

康
の
保
持
増
進
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
に
対
し
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
昨
年
度
は
国
保
制

度
改
革
に
伴
い
、
県
も
保
険
者

の
一
員
に
な
り
、
主
に
国
保
財

政
の
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
。
大
き
な
混
乱
も
な
く
一
年

が
経
過
し
た
と
こ
ろ
と
認
識
し

て
い
る
。
今
年
度
は
昨
年
度
の

新
制
度
の
運
用
状
況
を
踏

ま
え
、
よ

り
円
滑
な

制
度
運
用

開
会
あ
い
さ
つ

制
度
改
正
へ
の

対
応
を

　

開
会
に
あ
た
り
、
川

村
弘
会
長
（
高
知
市
保
険
医
療
課

長
）
は
、「
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
に
基
づ
く
、

医
療
と
介
護
、
年
金
、
少
子
化

の
改
正
等
に
つ
い
て
は
、
10
月

の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、

一
旦
、
制
度
改
革
完
了
と
な
る
」

と
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、「
２
０
４
０
年
に
向

け
た
社
会
保
障
改
革
と
働
き
方

改
革
で
、
今
後
も
国
保
は
矢
継

ぎ
早
に
制
度
改
正
が
繰
り
返
さ

高知県国民健康保険事務担当職員協議会

令和元年度事業計画・予算を原案どおり認定・可決

国保の諸課題に対し、本協議会を通じて、
相互に研鑽し国保事業に取り組む

第 38 回通常総会

高知県健康政策部国民健康保険課

課長　濵田　仁 氏

来賓

高知県国民健康保険事務担当職員協議会

会長　川村　弘

事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
の

全
４
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・

可
決
し
た
。

　

な
お
、
適
切
な
事
業
運
営
に

努
め
、
被
保
険
者
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国

保
財
政
の
長
期
安
定
を
図
る
た

め
、
次
の
重
点
事
項
を
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実

施
し
て
い
く
。

①
制
度
の
改
善

　

国
保
制
度
の
長
期
安
定
化
を
期
す
る

た
め
、
諸
施
策
の
陳
情
活
動
に
つ
い
て

市
町
村
長
お
よ
び
国
保
連
合
会
と
連
携

を
取
り
、
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
に
向

け
て
国
に
対
し
運
動
を
展
開
す
る
。

　

ま
た
、
県
に
設
置
さ
れ
る
県
・
市
町

村
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
検
討
協
議

　

第
38
回
通
常
総
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
各
支
部
で
は
、
４
月
24
日
か
ら
５

月
10
日
に
か
け
て
総
会
を
開
催
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
部
に
お
け
る
平
成
30
年
度

事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
新

年
度
の
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
等

の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

支
部
総
会
に
は
、
高
知
県
お
よ
び
国

保
連
合
会
か
ら
担
当
者
が
出
席
し
、
高

知
県
か
ら
「
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運

営
」「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」
等
、

国
保
連
合
会
か
ら
「
レ
セ
プ
ト
二
次
点

検
受
託
」「
国
保
被
保
険
者
証
番
号
の

世
帯
管
理
化
」
等
の
説
明
を
行
っ
た
。

に
努
め
て
い
く
」
と
意
気
込
み

を
述
べ
、
引
き
続
き
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
通
じ
、
適
正
な

国
保
事
業
の
運
営
に
努
め
て
い

く
と
し
た
。

全
４
議
案
を
原
案
ど
お

り
認
定
・
可
決

　

そ
の
後
、

議
長
に
西
森
政
利
・
越

知
町
住
民
課
長
補
佐
を
選

出
し
、
議
事
録
署
名
人
を
指
名

し
た
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

審
議
の
結
果
、
報
告
事
項
１

件
が
原
案
ど
お
り
承
認
。
続
い

て
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・

歳
入
歳
出
決
算
、
令
和
元
年
度

区分 役　職　名 氏　名 所　属 現　職　名

役
　
　
　
　
　
員

会長 川村　　弘 中央支部 高知市保険医療課長
副会長 馬場　砂織 高吾支部 須崎市市民課長
常務理事 江口　卓助 国保連合会 国保連合会事務局長
理事 上松富士樹 安芸支部 室戸市市民課長
〃 井上　　明 〃 奈半利町住民福祉課長
〃 恒光　フミ 中央支部 香南市市民保険課長
〃 嶋﨑　貴子 高吾支部 土佐市市民課長
〃 多田　昭介 〃 中土佐町町民環境課長
〃 沢田　美保 幡多支部 宿毛市市民課長
〃 中内　昭子 〃 三原村住民課長

会計監事 川﨑　一広 幡多支部 四万十市市民・人権課長
〃 大野　　崇 安芸支部 安芸市市民課長

越知町住民課
課長補佐　西森 政利 氏

重
点
事
項

議長

安
芸
市
市
民
課　

課
長
補
佐  

福
島  

由
美
氏

安
芸
支
部

中
央
支
部

高
知
市
保
険
医
療
課
管
理
係

係
長  

筒
井  

秀
人
氏

高
吾
支
部

須
崎
市
市
民
課

課
長
補
佐  

松
浦  

永
治
氏

幡
多
支
部

宿
毛
市
市
民
課
保
険
係

係
長  

中
福  

智
子
氏 

各
支
部
に
お
け
る
新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
が
決
定 

県
内
４
支
部
で
総
会
を
開
催

総
会
で
は
、
各
支
部
の
代
表
者
が

30
年
度
の
活
動
報
告
を
行
っ
た

安芸支部

中央支部

高吾支部

幡多支部

任
期　

自 　

平
成
30
年
５
月
29
日

　
　
　

至　

 

令
和 

２
年
５
月
28
日

高
知
県
国
民
健
康
保
険

事
務
担
当
職
員
協
議
会
役
員

会
に
参
画
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
、
円
滑
な
事
業
運
営
の

た
め
に
積
極
的
に
検
討
協
議
を
行
う
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
化
対
策

　

国
に
対
し
、
制
度
改
善
等
の
要
請
に

努
め
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
か
ら
本
格

実
施
さ
れ
た
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

取
り
組
み
に
関
し
、
被
保
険
者
の
予
防
・

健
康
づ
く
り
や
医
療
費
適
正
化
等
の
取

り
組
み
強
化
を
念
頭
に
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
積
極
的
に
取
り
組
み
を

進
め
る
。

○
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

○
保
健
事
業
の
推
進
・
強
化

○
健
康
を
守
る
運
動
の
推
進

○
国
保
連
合
会
保
健
師
の
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。

○
被
保
険
者
証
番
号
の
世
帯
管
理
化
お

よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ

ム
、
市
町
村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

○
各
支
部
の
育
成
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（筆者）竹田雛乃主事

　

初
め
ま
し
て
。
安
芸
市
役
所
国

保
年
金
係
の
竹
田
と
申
し
ま
す
。

　

去
年
、
安
芸
市
役
所
に
入
庁
し

て
今
年
で
２
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
市
役
所
の
仕
事
は
平
日
の
事

務
仕
事
や
窓
口
業
務
だ
け
で
な
く
、

休
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
駐
車
場
整
理

や
ア
ナ
ウ
ン
ス
等
も
あ
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
で
き
る
の
で
、

新
し
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
し

て
様
々
な
知
識
を
吸
収
し
な
が
ら
、

毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
休
日
は
た
い
て
い
家
に

こ
も
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
本
を

読
ん
だ
り
と
、
基
本
的
に
は
イ
ン

ド
ア
派
な
の
で
す
が
、
今
年
は
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
母
と
一
緒
に
県
外
へ

旅
行
に
行
く
こ
と
が
多
く
、
少
し

ア
ウ
ト
ド
ア
派
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

旅
行
は
、
今
年
３
月
に
行
っ
た
和

歌
山
県
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー

ル
ド
で
す
。ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー

ル
ド
は
去
年
８
月
に
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
パ
ン
ダ
が
産
ま
れ
て
赤
ち
ゃ
ん

が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、「
行

く
し
か
な
い
！
」
と
計
画
を
立
て

ま
し
た
。
人
生
で
初
め
て
見
た
パ

ン
ダ
は
ぬ
い
ぐ
る
み
み
た
い
に
可

愛
く
て
、
パ
ン
ダ
の
列
に
何
度
も

並
び
、
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。
パ
ン
ダ
の
他
に
も
イ
ル
カ

の
シ
ョ
ー
が
見
ら
れ
た
り
ペ
ン
ギ

ン
と
一
緒
に
写
真
が
撮
れ
た
り
と
、

１
日
い
て
も
飽
き
な
い
ぐ
ら
い
楽

し
い
場
所
で
し
た
。

　

旅
行
に
行
く
た
び
に
思
う
の

は
、「
旅
行
に
は
意
外
と
体
力
が

い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
学
、

高
校
と
文
化
部
で
運
動
を
し
て
こ

な
か
っ
た
た
め
全
く
体
力
が
な
く
、

１
日
中
動
物
園
を
歩
き
回
っ
た
り

重
い
荷
物
を
持
っ
た
り
と
い
う
こ

と
が
意
外
と
き
つ
く
、
も
っ
と
旅

行
を
楽
し
む
た
め
に
体
力
を
つ
け

よ
う
と
思
い
始
め
て
い
ま
す
。
い

き
な
り
激
し
い
運
動
は
き
っ
と
体

が
つ
い
て
い
か
な
い
の
で
、
ま
ず

は
近
所
を
歩
い
て
み
た
り
、
家
で

ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
い
筋
ト
レ
を
し

た
り
、
徐
々
に
体
力
を
つ
け
て
い

こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
行
き
た
い
場
所
や
食

べ
て
み
た
い
ご
当
地
の
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
全
国
い
ろ
い

ろ
な
場
所
に
行
っ
て
楽
し
み
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

安
芸
市
に
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

や
お
い
し
い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
安
芸

市
に
遊
び
に
来
て
楽
し
い
思
い
出

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
！

『
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
１
年
』

安
芸
市
役
所
　
市
民
課
国
保
年
金
係

主
事
　
竹
田
　
雛
乃

Coffee
Break

　

須
崎
市
役
所
の
市
民
課
で
国
保

を
担
当
し
て
い
る
中
原
と
申
し
ま

す
。

　

原
稿
を
書
い
て
い
る
今
は
、
入

庁
し
て
３
カ
月
目
に
入
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
２
カ
月
間
は
残
業
三
昧

で
遅
く
に
家
に
帰
り
、
家
に
着
く

と
ご
飯
を
食
べ
て
お
風
呂
に
入
っ

て
そ
の
ま
ま
布
団
に
倒
れ
こ
む
と

い
う
感
じ
で
し
た
。
現
在
は
や
っ

と
定
時
で
帰
れ
る
日
が
増
え
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
と

い
う
こ
と
で
、
私
の
休
日
の
過
ご

し
方
は
「
趣
味
に
い
そ
し
む
」
で

す
。
そ
の
趣
味
は
絵
を
描
く
こ
と

や
、
裁
縫
、
編
み
物
、
お
菓
子
作

り
な
ど
で
物
を
作
る
こ
と
が
好
き

な
の
で
す
が
、
特
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
の
は
お
菓
子
作
り
で
す
。

　

私
が
ま
だ
小
さ
か
っ
た
頃
、
母

が
気
ま
ぐ
れ
に
作
っ
て
く
れ
る
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
が
と
て
も
お
い
し

く
、
お
菓
子
を
作
る
こ
と
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
初
め
て
作
っ
た

お
菓
子
は
ク
ッ
キ
ー
で
、
ほ
と
ん

ど
の
工
程
を
母
が
し
て
く
れ
、
私

は
あ
ま
り
貢
献
し
て
い
な
か
っ
た

と
思
う
の
で
す
が
、
と
て
も
お
い

し
く
、
そ
の
日
か
ら
お
菓
子
作
り

に
は
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
お
菓
子
を
作
っ
て

は
学
校
に
持
っ
て
行
っ
て
い
て
、

ク
ッ
キ
ー
は
評
判
が
よ
く
、
い
つ

も
目
を
輝
か
せ
て
く
れ
る
友
人
が

お
り
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　

現
在
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増

え
、ク
ッ
キ
ー
に
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
、

カ
ス
タ
ー
ド
プ
リ
ン
、
タ
ル
ト
、

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、
ア
イ
ス
、
パ

イ
生
地
な
ど
な
ど
、
自
分
で
作
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
き
う
る
限
り
本
格
的
な
お
菓

子
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
は

お
菓
子
作
り
に
使
わ
な
い
と
決
め

て
い
て
、
少
し
言
い
過
ぎ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
趣
味
で
「
プ
ロ
顔

負
け
」
が
目
標
で
す
。

　

甘
い
モ
ノ
好
き
の
私
に
と
っ

て
、
自
分
が
食
べ
た
い
お
菓
子
を

自
分
で
作
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
緒
に
食
べ
た
人
が
喜
ん

で
く
れ
る
。
褒
め
て
く
れ
る
。
お

菓
子
作
り
は
良
い
こ
と
ば
か
り
で

す
。
も
ち
ろ
ん
少
し
材
料
費
が
か

か
っ
た
り
、
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
足

が
痛
く
な
っ
た
り
、
洗
い
物
が
面

倒
く
さ
か
っ
た
り
し
ま
す
が
、
そ

れ
を
覆
し
て
く
れ
る
楽
し
さ
や
喜

び
が
あ
る
な
と
思
い
ま
す
。

　

職
場
に
も
持
っ
て
行
っ
た
り
し

て
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
お

菓
子
作
り
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

で
す
。

『
甘
い
も
の
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
』

Coffee
Break

須
崎
市
役
所
　
市
民
課
保
険
医
療
係

主
事  

中
原
　
こ
こ
ろ
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と
フ
レ
イ
ル
予
防
の
一
体
的
な
実

施
」
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
」

と
述
べ
た
上
で
、
今
後
の
健
康
づ

く
り
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
協
力
を

呼
び
掛
け
た
。

講
演

「
今
の
食
生
活
は
ぼ
っ

ち
り
？
〜
も
う
来
て
い
る

低
栄
養
時
代
、私
た
ち
は
ど

う
生
き
る
か
？
〜
」

　

現
代
日
本
の
栄
養
問
題
の
一
つ

目
は
若
年
女
性
の
や
せ
で
、
骨
粗

し
ょ
う
症
や
低
出
生
体
重
児
を
出

産
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
中
高
年
男
性
の
肥
満

で
す
。
食
事
時
間
が
不
規
則
で
あ

る
こ
と
、
朝
食
の
欠
食
、
食
べ
る

の
が
早
い
こ
と
な
ど
が
原
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
高
齢
者
の
低
栄
養
で

す
。
低
栄
養
と
は
、
食
欲
の
低
下

や
食
事
が
食
べ
に
く
い
な
ど
の
理

由
か
ら
、
徐
々
に
食
事
量
が
減
り
、

身
体
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
エ

地域ぐるみで介護とフレイル予防を
一体的に実施する

　

６
月
19
日
、
高
知
市
春
野
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
本
会
主
催
の
「
令

和
元
年
度
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員
研

修
会
」
を
開
催
し
た
。
地
域
保
健

活
動
を
推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

強
化
を
目
的
に
、
県
内
各
地
で
活
動

し
て
い
る
健
康
づ
く
り
推
進
員
や
食

生
活
改
善
推
進
員
な
ど
約
３
０
０
人

が
参
加
し
、
講
演
や
活
動
報
告
を
通

じ
て
健
康
づ
く
り
活
動
へ
の
理
解
を

深
め
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ

　

主
催
者
を
代
表
し
て
本
会
の
渡

辺
純
正
常
務
理
事
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、「
平
成
27
年
５
月
、
フ
レ
イ

ル
に
対
す
る
対
策
が
経
済
財
政
諮

問
会
議
で
言
及
さ
れ
た
。
フ
レ
イ

ル
に
陥
っ
た
高
齢
者
を
早
期
に
発

見
し
、
適
切
な
介
入
を
す
る
こ
と

で
、
生
活
機
能
の
維
持
向
上
が
可

能
と
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な

実
施
が
法
定
化
さ
れ
、「
通
い
の
場

を
活
用
し
た
地
域
ぐ
る
み
で
介
護

高知県国民健康保険
団体連合会

常務理事  渡辺　純正

高知県立大学
健康栄養学部　講師 
島田　郁子 氏

主催者

ヘルスアップ推進員研修会

講師

ネ
ル
ギ
ー
や
筋
肉
や
皮
膚
、
内
臓
等

を
つ
く
る
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
し
た

状
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に

低
栄
養
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
体
重
減
少
、
骨
格
筋
の
筋
肉

量
や
筋
力
の
低
下
、
感
染
症
に
か

か
り
や
す
く
、
治
り
に
く
い
な
ど

の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
原
因
と

し
て
、
粗
食
が
よ
い
と
い
う
思
い

込
み
、
咀
し
ゃ
く
や
嚥
下
等
の
口

腔
機
能
の
低
下
等
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
低
栄
養
の
中
で
も
、
フ
レ
イ

ル
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
が
わ
た
し
た

ち
の
周
り
で
増
え
て
い
ま
す
。「
フ

レ
イ
ル
」
と
は
老
化
に
伴
い
、
筋

力
や
活
動
が
低
下
し
て
い
る
状
態

で
す
。
フ
レ
イ
ル
の
段
階
で
正
し

く
介
入
す
れ
ば
、
元
の
健
康
状
態

に
戻
る
こ
と
が
で
き
、
フ
レ
イ
ル

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
と
は
、
加

齢
や
疾
患
に
よ
り
、
筋
肉
量
が
減

少
す
る
こ
と
で
、
握
力
や
下
肢
筋
・

体
幹
筋
な
ど
全
身
の
筋
力
低
下
が

起
こ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
に
必
要
な
栄
養

と
し
て
、
特
に
た
ん
ぱ
く
質
が
重

要
で
、
植
物
性
と
動
物
性
の
両
方

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
が
大

康
づ
く
り
支
援
事
業
」
お
よ
び
業

者
委
託
で
の
電
話
に
よ
る
受
診
勧

奨
を
実
施
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

の
受
診
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
新
し
い
取
り

組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ

と
は
、
顔
を
知
っ
て
い
る
地
元
の

人
か
ら
の
声
掛
け
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
実
際
に
「
あ
ん
た
が
そ
う

い
う
が
や
っ
た
ら
」
と
初
め
て
の

受
診
に
つ
な
が
っ
た
住
民
の
方
も

い
ま
し
た
。

　

市
も
、
ワ
ン
コ
イ
ン
が
ん
検
診

や
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
が
ん
検
診
、

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
、
む
ろ
と

２
５
２
５
（
に
こ
に
こ
）
ポ
イ
ン

ト
事
業
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。

受
診
率
向
上
の
た
め
、
健
康
応
援

団
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

測
定
を
実
施
し
、
低
栄
養
の
原
因

や
影
響
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

食
事
や
運
動
の
様
子
を
把
握
し
ま

す
。
そ
し
て
、
体
重
が
減
ら
な
い

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考

え
、
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、
３
カ

月
後
に
体
重
測
定
、
評
価
を
行
い

ま
し
た
。

　

現
状
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
に

対
し
、「
食
事
の
１
回
量
が
少
な
い

方
は
、
間
食
を
と
る
」「
肉
類
の
摂

取
が
少
な
い
方
は
、
主
食
・
主
菜
・

副
菜
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
す
す
め
る
」
な
ど
の
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
は
、

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
重
要
性
を
十

分
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

低
栄
養
予
防
は
フ
レ
イ
ル
予
防
、

そ
し
て
介
護
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
高
齢
者
本
人
が
食
べ
る
、
動

く
、社
会
参
加
を
し
、健
診
を
受
け
、

必
要
な
と
き
に
は
早
め
に
医
療
へ

の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
専
門
職
と
民
生
委

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
推
進
員
の
皆
さ
ん
で
高
齢
者
の

低
栄
養
予
防
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

活
動
報
告

「『
お
邪
魔
し
ま
～
す
、

室
戸
市
健
康
応
援
団
で

す
！
』―
個
別
受
診
勧
奨
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
―
」

　

室
戸
市
の
特
定
健
診
受
診
率
の

推
移
を
見
る
と
、
個
別
受
診
勧
奨

を
開
始
後
、
受
診
率
は
向
上
し
、

平
成
26
年
度
は
39
・
３
％
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
健
診
受
診
者

の
高
齢
化
も
あ
り
、
受
診
率
が
上

が
り
に
く
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
室
戸
市
健
康
応
援
団

を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
の
健
康
づ

く
り
を
応
援
す
る
団
体
で
あ
り
、

健
（
検
）
診
介
助
、
研
修
事
業
へ

の
参
加
や
健
康
事
業
ス
タ
ッ
フ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
５
月

現
在
、
１
４
７
名
が
所
属
し
、
個

別
受
診
勧
奨
は
平
成
23
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
に
よ
る
個
別
受
診
勧
奨
に

力
を
入
れ
て
、
１
軒
１
軒
、
自
宅

を
訪
問
し
、
健
診
日
程
の
案
内
や

病
院
で
も
特
定
健
診
が
受
診
で
き

る
こ
と
を
説
明
し
て
お
り
、
平
成

30
年
度
は
１
、６
９
２
件
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
会
場
ま
で
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
や
高
知
県
在
宅
保

健
活
動
者
な
で
し
こ
の
会
の
「
健

活
動
報
告

テ
ー
マ　

わ
が
ま
ち
の
健
康
づ
く
り

「
後
期
高
齢
者
の
低
栄
養

防
止
へ
の
取
り
組
み
」

　

芸
西
村
で
は
５
カ
所
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
高
齢

者
を
支
え
る
組
織
で
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
役
場
の
健
康
福

祉
課
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
他
、
た

く
さ
ん
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
従
事
者
が
多
い
産
業
構
造

や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
等
で
、
家

庭
内
で
の
介
護
力
は
低
下
傾
向
に

あ
り
、
施
設
介
護
に
依
存
し
、
今

後
の
介
護
給
付
費
、
介
護
保
険
料

の
上
昇
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
後
期
高
齢
者
の
低
栄

養
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て
、
実

態
を
把
握
し
、
助
言
を
行
う
こ
と

で
、
今
後
の
取
り
組
み
を
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
健
康
診
査
で

Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
・
０
以
下
等
の
18
人
を

対
象
に
保
健
師
に
よ
る
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。
初
回
訪
問
時
は
体
重

切
で
す
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
骨
を
強
く
す

る
だ
け
で
な
く
、
筋
肉
も
強
く
す

る
役
割
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
も
重

要
で
す
。

　

し
っ
か
り
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
食
品
群
と
し
て
、
①
肉
類
②
魚

介
類
③
卵
④
牛
乳
⑤
油
脂
類
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
い
ろ
い
ろ
食

べ
て
い
た
だ
き
た
い
食
品
群
と
し

て
、
①
大
豆
・
大
豆
製
品
②
緑
黄

色
野
菜
③
海
藻
④
い
も
類
⑤
果
物

を
加
え
た
「
老
化
予
防
の
10
食
品

群
」
を
と
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
大
事

で
、
今
よ
り
10
分
多
く
体
を
動
か

す
だ
け
で
も
健
康
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
、
真
の
ぼ
っ
ち
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

芸西村健康福祉課
保健師

篭島　みどり 氏

室戸市保健介護課
保健師

國廣　由紀 氏

室戸市健康応援団
会長

竹崎　重雄 氏

報告者

報告者報告者

健康のため、家計のため、家族のために、
皆さん、特定健診を受けてください！
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香
南
市
の
様
子

　

香
南
市
は
平
成
18
年
３
月
に
旧
赤
岡
町
・

香
我
美
町
・
野
市
町
・
夜
須
町
・
吉
川
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
31
年
４
月

末
現
在
、
人
口
３
３
、３
５
４
人
、
高
齢
化

率
31
・
７
％
、
年
間
出
生
数
約
２
２
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
香
南
市
の
保
健
師
は
現
在

18
人
お
り
、
健
康
対
策
課
10
人
、
高
齢
者
介

護
課
５
人
、
福
祉
事
務
所
３
人
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
こ
う
な
ん
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
と
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
う
な
ん
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
は

　

当
事
業
は
高
知
家
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

の
開
始
と
と
も
に
、
香
南
市
で
も
地
域
の
方

の
健
康
意
識
の
向
上
を
目
的
に
平
成
29
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
取

得
者
に
、
家
庭
血
圧
や
運
動
・
朝
食
の
記
録

を
つ
け
て
も
ら
い
、
取
り
組
み
期
間
に
応
じ

て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
貯
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
は
、
香
南
市
商
工
会
が
発
行
し
て
い

る
香
南
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
で
使
え
る
ク
ー
ポ

ン
券
に
交
換
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
当
事
業

を
き
っ
か
け
に
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
も
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
メ

タ
ボ
の
改
善
や
喫
煙
・
禁
酒
等
の
取
り
組
み

で
も
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
ま
す
。

事
業
を
始
め
る
前
に

　

事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
課

題
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
血

圧
・
朝
食
の
欠
食
・
メ
タ
ボ
・
ア
ル
コ
ー
ル

の
課
題
を
中
心
に
事
業
内
容
を
検
討
し
、
使

用
す
る
様
式
や
手
順
等
に
つ
い
て
、
何
度
も

職
員
で
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
ま
た
、

ヘ
ル
ス
の
部
署
に
限
ら
ず
、
健
康
に
関
連
す

る
講
演
会
や
地
域
の
運
動
会
等
、
課
を
越
え

て
取
り
組
み
を
し
て
い
こ
う
と
、
関
係
機
関

へ
も
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
し
た
。

事
業
の
取
り
組
み
を
始
め
て

　

事
業
開
始
当
初
は
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

者
が
少
な
く
、
ま
ず
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得

し
て
も
ら
お
う
と
、
地
域
の
健
康
推
進
委
員

さ
ん
の
協
力
も
得
て
、
健
診
会
場
で
事
業
の

Ｐ
Ｒ
や
声
掛
け
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
発
行
部
数
も
増
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
の
認
知
度
も
徐
々
に
上
が
っ
て
き
ま
し

た
。事

業
に
対
す
る
反
応

　

当
事
業
を
開
始
し
て
、「
久
し
ぶ
り
に
が

ん
検
診
を
受
け
に
来
た
」「
運
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
血
圧
を
測
る
習
慣

が
つ
い
た
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
中
に
は
３
キ
ロ
以
上
の

減
量
に
成
功
し
た
方
も
お
り
、
少
し
ず
つ
で
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す
が
、
こ
の
事
業
が
健

康
意
識
の
向
上
に
繋
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
職

員
が
多
く
の
地
域
の
方
と
関

わ
る
き
っ
か
け
に
な
り
、

生
の
反
応
・
結
果
が
分
か
り
、
事
業
を
企

画
・
運
営
す
る
難
し
さ
と
楽
し
さ
を
感
じ
る

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
方
が
こ
の
香
南
市
で

健
康
で
い
き
い
き
と
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
拠
点
と

な
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
設
置
し
、
母
子
保

健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主

な
業
務
は
、
①
す
べ
て
の
妊
産
婦
・
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
等
の
実
情
を
継
続
的
に
把
握

す
る
こ
と
②
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す

る
各
種
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
提

供
・
助
言
・
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
③
必
要

に
応
じ
て
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
④

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
等
の
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
―
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
④
の
う
ち
、
市
の
他
部
署
と
の
連

携
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

出
張
相
談
日
を
設
け
る
こ
と
で
、
支
援
セ
ン

タ
ー
利
用
中
に
相
談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

高
知
版
ネ
ウ
ボ
ラ
※

　

香
南
市
で
は
子
育
て
３
課
連
絡
会
が
あ

り
、
連
携
の
体
制
が
取
れ
て
い
る
こ
と
、
こ

ど
も
課
は
総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福

祉
事
務
所
は
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
、

健
康
対
策
課
は
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
お
り
、
機
能
強

化
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
31
年
度
よ
り
県
の
モ
デ
ル
事
業
を

受
け
、ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
会
議
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
会
議
を
通
し
て
、
３
課
が
情
報
交
換

や
研
修
を
実
施
し
、
連
携
・
機
能
強
化
を
図

り
な
が
ら
、
市
全
体
で
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
末
に
は
新
庁
舎
が
完
成
し
、
同
じ

庁
舎
に
な
る
こ
と
で
連
携
も
さ
ら
に
取
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
特
に
福
祉
事
務
所
と
は
同

じ
フ
ロ
ア
に
な
り
、
総
合
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
も
近
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
課

で
築
い
て
き
た
関
係
性
を
大
事
に
し
、
香
南

市
で
子
育
て
を
し
た
い
、
し
て
よ
か
っ
た
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
今
後
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
ネ
ウ
ボ
ラ
…
…
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い
る
包
括

的
な
子
育
て
支
援
制
度
、
包
括
的
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
。

イベントや特定健診の会場でこうなん健康チャレンジポイント事業のPR

子育て世代包括支援センターで母子手帳交付時の様子

試行錯誤をして作成したパンフレット

保健センターの事業に参加されている親子

福
祉
事
務
所
（
児
童
福
祉
・
虐
待
）

と
の
連
携

①
妊
婦
検
討
会
は
、
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
母
子
保
健
担
当
保
健

師
、
福
祉
事
務
所
の
要
保
護
児
童
対
策
協
議

会
（
以
下
要
対
協
）
の
調
整
担
当
保
健
師
、

児
童
虐
待
防
止
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
全
て
の
妊
婦
を
対
象
に
月
に
２
回
、
妊

婦
ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
談
、
過
去
の
妊
娠
・
出

産
や
育
児
の
状
況
等
の
情
報
を
も
と
に
、
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
支
援
の
必
要

性
、
支
援
の
時
期
、
担
当
者
等
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

②
特
定
妊
婦
※
に
つ
い
て
は
共
同
で
支
援
プ

ラ
ン
を
作
成
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

※
特
定
妊
婦
…
…
児
童
福
祉
法
で
、
出
産
後
の
子
の
養

育
に
つ
い
て
出
産
前
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
妊
婦
。

③
要
対
協
の
実
務
者
会
へ
の
出
席
や
情
報
交

換
会
の
実
施
、地
域
支
援
者
会
議
へ
の
出
席
、

ケ
ー
ス
会
議
や
日
々
の
情
報
共
有
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
ど
も
課
（
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
等
）
と
の
連
携

①
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
者
会
へ
出
席

し
、
支
援
セ
ン
タ
ー
で
気
に
な
る
親
子
の
情

報
交
換
等
を
し
て
い
ま
す
。

②
に
こ
に
こ
セ
ミ
ナ
ー
（
上
手
に
ほ
め
て
楽

し
い
子
育
て
講
座
）
は
、
平
成
30
年
度
ま
で

は
健
康
対
策
課
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
実
施
し
、
健

康
対
策
課
・
福
祉
事
務
所
も
講
師
役
を
分
担

す
る
な
ど
協
力
し
ま
す
。

子
育
て
３
課
連
絡
会

　

子
育
て
に
関
係
す
る
、
こ
ど
も
課
、
福
祉

事
務
所
お
よ
び
健
康
対
策
課
の
３
課
が
お
互

い
の
事
業
等
を
知
っ
て
連
携
し
て
い
こ
う

と
、
課
長
も
入
っ
た
連
絡
会
を
平
成
28
年
２

月
か
ら
年
に
３
～
４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

母
子
保
健
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
市

と
し
て
包
括
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
情
報
共

有
や
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
令
和
元
年

７
月
に
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
会
で
、
支
援
セ
ン
タ
ー

の
進
捗
状
況
や
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て

い
く
か
な
ど
を
情
報
交
換
し
な
が
ら
協
議

し
、
子
育
て
世
代
は
も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
な

世
代
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
知
恵
を

出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
対
策
課
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
で
き
る
も
の

も
協
議
し
ま
し
た
。
パ
パ
マ
マ
教
室
（
妊
婦

と
そ
の
家
族
を
対
象
）
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
助

産
師
・
保
健
師
が
実
施
し
て
い
る
み
る
く
く

ら
ぶ
（
母
乳
相
談
）
や
保
健
師
や
栄
養
士
が
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食べてみぃや！味
み

てみぃや！！    

vol. 48ヘ ル シ ー ご は ん

タコキムチ
キュウリは軽快な歯ごたえ、タコはプリっとした弾力のある食感とともに噛むごとに旨味が広がります。

マヨネーズでキムチの辛みがマイルドになり、より食べやすくなった一品です。
レモン汁も入っているため、あっさりしていて食欲のないときでも、手軽に食べられます。

また、今回はタコを使っていますが、タコの代わりにハムなど、お好みの食材を使っても良いでしょう。

夏野菜の代表キュウリをピリ辛味で楽しめます

　

夏
は
暑
さ
で
体
調
が
崩
れ
や
す
く
、食
欲
が
な

い
日
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

体
が
だ
る
く
な
り
、疲
労
感
を
感
じ
る
原
因
の

一つ
と
し
て
、知
ら
な
い
間
に
栄
養
不
足
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
いっ
た
日
は
、唐
辛
子
を
使
っ
て
発
酵
さ
せ

た
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
と
夏
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た「
夏

野
菜
ビ
ビ
ン
バ
」は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

小
鉢
は
疲
れ
を
取
る
食
材
を
使
っ
た「
タ
コ
と

キ
ム
チ
の
和
え
物
」で
す
。

　

暑
い
夏
こ
そ
し
っ
か
り
食
べ
て
体
力
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

○
た
ん
ぱ
く
質
…
…
肉
、魚
介
、卵
、大
豆
製
品

　

特
に
、豚
肉
は
疲
労
回
復
に
効
果
の
あ
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
が
豊
富
で
す
。

　

肉
や
魚
な
ど
の
動
物
性
食
品
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

を
多
く
含
み
ま
す
。

○
イ
オ
ウ
化
合
物
…
…
ニンニク
、ネ
ギ
、ニ
ラ
な
ど

　

ニンニ
ク
の
匂
い
成
分
ア
リ
シ
ン
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１

の
吸
収
率
を
高
め
、夏
バ
テ
を
予
防
し
ま
す
。豚

肉
の
ニンニク
炒
め
が
お
す
す
め
で
す
。

　
ニ
ラ
に
は
硫
化
ア
リ
ル
が
含
ま
れ
、レ
バ
ー
と
組
み

合
わ
せ
る
と
、疲
労
回
復
効
果
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
２
の
吸
収
を
良
く
し
ま
す
。夏
は
レ
バニ
ラ
炒
め

も
お
す
す
め
で
す
。

ピ
リ
辛
味
で
食
欲
増
進

エネルギー　84kcal　タンパク質　8.2g
カルシウム　39mg　食塩　1.4g

1人分

①ゆでタコは食べやすい大きさに切る。
②キムチはざく切りにする。
③キュウリは塩で板ずりし、縦半分に切ってから、

食べやすい大きさに切る。
④ボウルに①～③の材料を入れ、マヨネーズとレ

モン汁で混ぜ合わせて器に盛る。

◎作り方

◎材料（１人分）

ゆでタコ	 50g
キムチ	 40g
キュウリ	 1/2本
マヨネーズ	 大さじ1/2
塩	 少々
レモン汁	 小さじ1/2

夏
バ
テ
に
効
く
食
材

パプリカ	 1/4個
ズッキーニ	 1/4本
ナス	 1/4個
モヤシ	 1/4袋
ごま油	 少々
ごま油	 小さじ1
塩	 少々
砂糖	 小さじ1/2

合いびき肉	 70g
しょうゆ	 小さじ1/2
砂糖	 小さじ1/2
ニンニク（おろし）	 1g
ごま油	 小さじ1
ごはん	 150g
卵黄	 1個
コチュジャン	 小さじ2

エネルギー　673kcal　タンパク質　26.3g　カルシウム　39mg　食塩　1.8g

1人分

○
カ
プ
サ
イ
シ
ン
…
…
唐

辛
子
、キ
ム
チ
、コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
、

豆
板
醤

　

カ
プ
サ
イ
シ
ン
は
唐
辛
子

の
辛
味
成
分
。ア
ド
レ
ナ
リ

ン
を
活
性
化
さ
せ
糖
質
や

脂
質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え

る
際
に
働
く
た
め
、血
行
が

良
く
な
り
、発
汗
を
促
す
こ

と
で
体
温
を
上
げ
ま
す
。

○
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

　

抗
酸
化
作
用
の
強
い
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
は
暑
さ
に
よ
る
ス

ト
レス
を
回
復
す
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
た
っ
ぷ
り

含
ま
れ
る
野
菜
や
果
物
も

一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

西
に し

 森
も り

 美
み

 恵
え

管理栄養士

管理栄養士であり、食育を考える地域活動
栄養士の会「トマトの会」代表などを務める。
食育を通じて、おいしく楽しく健康的な食生活
の実践をめざし、地域に密着した栄養相談・
料理講習会・講話などの活動を行っている。

夏野菜ビビンバ
　食べる前によく混ぜることが、よりおいしくいただくためのポイントです。
　卵黄が絡むことで、コチュジャンの辛味がまろやかなピリ辛味となり、

ごま油の香りとともに食欲をそそります。
コチュジャンの量はお好みで加減すると良いでしょう。

　材料のパプリカなどの夏野菜は、オクラやニラ、ニンジンの
細切りなどに変えてもおいしくいただけます。

夏野菜が彩り豊かで栄養満点の一品です

◎材料（１人分）

①パプリカ、ズッキーニ、ナス、モヤシは線に切る。
②モヤシはさっとゆでておく。
③フライパンにごま油を入れ、パプリカ、ズッキーニ、ナス、モヤシを

炒めて、それぞれ取り出しておく。
④Ａの調味料を合わせ、③の野菜にそれぞれあえる。
⑤フライパンにごま油を入れ、合いびき肉を炒める。色が変わった

ら、Ｂの調味料で味付けする。
⑥器にごはんを盛り、④の野菜と⑤の肉を彩り良く盛り付ける。
⑦コチュジャンと卵黄を中心に盛り付ける。

◎作り方

A

B
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今
年
の
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険

課
長
に
着
任
し
ま
し
た
。
約
10
年
ぶ

り
の
国
民
健
康
保
険
課
（
旧
国
保
指

導
課
）
と
な
り
ま
す
。
当
時
は
、
老

人
医
療
の
担
当
と
し
て
、
現
在
の
高

知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

山
下
事
務
局
長
の
も
と
、
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
ケ
ア
体
制
整
備
構

想
や
医
療
費
適
正
化
計
画
の
策
定
な

ど
に
２
年
間
、
合
わ
せ
て
３
年
間
従

事
し
、
当
時
の
思
い
出
は
、
地
域
ケ
ア

体
制
整
備
構
想
の
策
定
に
国
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
全
国
会
議

で
の
事
例
発
表
や
国
の
会
議
で
の
有
識

者
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
今
か
ら
思

え
ば
「
よ
う
や
っ
た
な
あ
」
と
自
分
で

感
心
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
計
画
の
策

定
で
は
、
国
で
の
策
定
研
修
が
約
１
カ

月
も
あ
り
、
医
療
費
分
析
な
ど
、
他

県
の
職
員
と一緒
に
研
修
を
受
け
、
な

ん
と
か
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も

い
い
思
い
出
と
な
って
い
ま
す
。

　

第
１
期
の
医
療
費
適
正
化
計
画

は
、
高
知
県
地
域
ケ
ア
体
制
整
備
構

想
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
療
養
病
床

の
再
編
や
、
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
、

特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
の
目
標

を
定
め
、
地
域
ケ
ア
体
制
の
取
り
組

み
と
併
せ
て
実
施
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
３
期
目
の
医
療
費
適
正
化

計
画
と
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
平

成
35
年
度
（
令
和
５
年
度
）
ま
で
の

６
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
時
と
同
じ
、

特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
に
加

え
、
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
予
防

な
ど
、
よ
り
生
活
の
質
の
維
持
と
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
結
果
と
し
て

の
医
療
費
の
伸
び
の
抑
制
を
図
り
、

良
質
で
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
と

い
う
、
第
１
期
か
ら
の
目
的
も
そ
の
ま

ま
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
大
変
う
れ
し
く
思
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
り
10
年
が
経
過
す
る
な
ど
、
当

高
知
県
健
康
政
策
部
国
民
健
康
保
険
課

　
課
長
　
濵
田　

仁

高知県健康政策部国民健康保険課　課長　濵田　仁Text by

時
と
制
度
も
変
わ
っ
て
お
り
、
国
保

制
度
然
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
も
勉
強
を
し
て
い
る
毎
日
で

す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
ま
し
て

は
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の一体
的
な
実
施
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
改
正
健
康
保
険
法
等
が
５
月
17
日

に
成
立
し
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５

年
に
向
け
て
、
２
０
２
４
年
ま
で
に
全

市
町
村
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
本
年
秋
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

示
さ
れ
、
具
体
的
な
事
業
の
取
り
組

み
に
つい
て
周
知
さ
れ
る
予
定
と
な
って

い
ま
す
し
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
で

は
、
国
保
の
法
定
外
繰
入
等
の
早
期

解
消
、
都
道
府
県
内
の
保
険
料
水
準

の
統一や
収
納
率
の
向
上
な
ど
、
先
進・

優
良
事
例
を
全
国
展
開
す
る
議
論
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
い
ず
れ
も

市
町
村
の
皆
様
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ
き
こ
と

で
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
意
見
を

言
っ
て
い
た
だ
き
、
県
と
し
て
気
づ
か

な
い
と
こ
ろ
な
ど
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
国
保
が
安
定
的
に

運
営
で
き
ま
す
よ
う
に
県
と
市
町
村

で
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

仕
事
関
係
の
話
は
以
上
と
し
ま
し

て
、
最
近
の
私
の
話
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
近
と
言
い
ま
し
て
も
、
半
年
ほ

ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
突
然
家
族
が

増
え
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
箱
で
捨
て
ら

れ
て
い
た
生
後
２
～
３
日
の
猫
を
保
護

す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
当
初

は
、
何
日
か
保
護
し
て
誰
か
知
り
合
い

に
飼
っ
て
も
ら
お
う
と
安
易
に
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
哺
乳
瓶
で
ミ
ル
ク
を
や
っ

た
り
、
世
話
を
す
る
う
ち
に
、
情
が

わ
い
て
き
て
手
放
せ
な
く
な
り
、
今
で

は
キ
ャ
ッ
ト
タ
ワ
ー
や
お
も
ち
ゃ
で
いっ

ぱ
い
、
手
や
腕
は
傷
で
いっ
ぱ
い
と
、
猫

が
中
心
の
生
活
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
犬
は
飼
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
猫
は
初
め
て
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
あ
ま
り
懐
か
な
い
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
か
ら
帰

る
と
す
り
寄
っ
て
甘
え
て
き
た
り
と
、

癒
や
さ
れ
る
毎
日
と
な
って
い
ま
す
。

　

毎
日
が
多
忙
な
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
家
族
や
趣
味
な
ど
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
時
間
も
充
実
し
て
い
た
だ

き
、
私
の
よ
う
に
癒
や
さ
れ
な
が
ら
、

日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
伊
藤
課
長
の
よ
う
に
皆
さ
ま
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
文
面
に
は
ほ
ど
遠

い
、
拙
い
内
容
と
な
っ
て
し
ま
い
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
引
き
続

き
、
国
民
健
康
保
険
課
の
職
員
で
こ

の
紙
面
を
活
用
し
、
皆
さ
ま
に
職
員

を
知
っ
て
も
ら
い
、
相
談
し
や
す
い
国

民
健
康
保
険
課
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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４
月
12

日
、
高
知

市
の
高
知

県
立
文
学

館
ホ
ー
ル

に
お
い
て

「
平
成
31

年
度
介
護

保
険
担
当

者
説
明
会
」

を
開
催
し
た
。
説
明
会
に
は
県
お
よ
び

26
市
町
村
の
介
護
保
険
担
当
職
員
等

48
人
が
出
席
し
た
。

　

本
会
介
護
保
険
課
か
ら
は
、
①
機

器
更
改
、
７
月
か
ら
の
受
給
者
台
帳
エ

ラ
ー
処
理
方
法
の
変
更
等
の
連
絡
事
項

②
介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
・
共
同

処
理
業
務
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
③
受
給

者
台
帳
等
の
台
帳
管
理
業
務
④
介
護

給
付
費
・
総
合
事
業
等
の
過
誤
処
理
、

請
求
に
係
る
消
滅
時
効
の
取
り
扱
い
⑤

共
同
処
理
業
務
の
概
要
等
⑥
高
額
医

療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
に
お
け
る
事

務
手
続
き
の
流
れ
、
高
額
共
同
処
理
⑦

介
護
保
険
に
お
け
る
求
償
事
務
⑧
介
護

保
険
給
付
適
正
化
事
業
に
関
す
る
本
会

の
保
険
者
支
援
⑨
苦
情
処
理
業
務
の

枠
組
み
と
概
要
お
よ
び
現
状
―
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
本
会
と
保
険
者
間
で
運

用
し
て
い
る
保
険
者
支
援
シ
ス
テ
ム
お

よ
び
支
援
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ス
の
作
成
元

で
あ
る
岡
山
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
を
講

師
に
招
き
、
シ
ス
テ
ム
の
内
容
や
操
作

方
法
に
つ
い
て
解
説
し
、
出
席
者
は
説

明
を
も
と
に
実
際
に
シ
ス
テ
ム
操
作
を

行
っ
た
。

介
護
保
険
担
当
者
が

基
本
的
事
項
に
つ
い
て
学
ぶ

平
成
31
年
度
介
護
保
険
担
当
者
説
明
会

T o p i c s  1

T o p i c s

　

４
月
19
日
に
「
平
成
31
年
度

高
知
県
都
市
国
保
主
管
課
長
・

係
長
研
究
協
議
会
」
を
高
知
市

の
高
知
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

し
、
県
内
11
市
の
課
長
お
よ
び
係

長
等
、
関
係
者
34
人
が
出
席
し

た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
本
会
の

江
口
卓
助
事
務
局
長
は
、
半
世

紀
ぶ
り
の
国
保
制
度
の
大
改
革
が

行
わ
れ
、
１
年
が
経
過
し
た
今
年

度
に
つ
い
て
、「
今
後
は
、
診
療

報
酬
審
査
の
高
度
化
、
効
率
化
や

保
有
す
る
医
療
、介
護
、健
診
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
や
疾

病
予
防
に
対
し
、
保
険
者
で
有
効

活
用
で
き
る
情
報
を
提
供
す
る
な

ど
、
保
険
者
業
務
を
確
実
に
支
援

す
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
る
。　

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

や
高
知
県
固
有
の
課
題
で
あ
る
被

保
険
者
証
番
号
の
世
帯
管
理
化
の

実
現
等
、
保
険
者
の
共
同
体
と
し

て
、
よ
り
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ

れ
る
連
合
会
を
目
指
し
て
い
く
」

と
意
気
込
み
を
語
り
、「
国
保
が

抱
え
る
課
題
の
協
議
お
よ
び
情
報

交
換
を
行
い
、
日
々
の
国
保
事
業

の
運
営
等
へ
反
映
を
さ
れ
た
い
」

と
述
べ
、
同
協
議
会
で
の
活
発
な

意
見
交
換
を
促
し
た
。

　
そ
の
後
、来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
高
知
県
国
民
健
康
保
険
課
の

濵
田
仁
課
長
は
、「
国
保
財
政
の

責
任
主
体
と
し
て
、
よ
り
円
滑
な

制
度
運
用
に
努
め
た
い
。
保
険
者

の
医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
健
康
長
寿
県
構
想
に
取
り

組
む
中
で
、
重
症
化
予
防
対
策
や

服
薬
指
導
等
、
適
正
化
に
も
努
め

て
い
く
」
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
特
定
健
診
受
診
率

の
向
上
や
保
健
事
業
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
積
極
的
な
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
」
と
協
力
を
呼
び

掛
け
た
。

　

会
議
で
は
、
高
知
県
国
民
健
康

保
険
課
か
ら
、
新
た
な
国
保
制
度

に
お
け
る
財
政
運
営
や
国
民
健
康

保
険
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
引
き
続
い

て
、
レ
セ
プ
ト
２
次
点
検
に
つ
い
て

な
ど
、
各
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議

題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
５
月
20
日
に
香

川
県
高
松
市
で
開
催
さ
れ
る
「
令

和
元
年
度
四
国
地
区
市
町
村
・

国
保
組
合
国
保
主
管
課
長
お
よ

び
国
保
担
当
者
研
修
協
議
会
」
へ

の
提
出
議
題
「
保
険
者
努
力
支

援
制
度
の「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
」

へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

課
題
解
決
の
手
が
か
り
を

国
保
事
業
の
発
展
に
向
け
、活
発
に
意
見
交
換

平
成
31
年
度
高
知
県
都
市
国
保
主
管
課
長・係
長
研
究
協
議
会
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４
月
22
日
、
高
知
市
の
高
知
県
立

文
学
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
平
成
31
年

度
障
害
者
総
合
支
援
給
付
初
任
者
説

明
会
」
を
開
催
し
た
。
説
明
会
に
は

県
お
よ
び
22
市
町
村
等
の
障
害
者
総

合
支
援
給
付
担
当
職
員
等
36
人
が
出

席
し
た
。

　
本
会
介
護
保
険
課
か
ら
は
、
①
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
審
査
支
払
等
、

市
町
村
と
国
保
連
合
会
の
業
務
②
受
給

者
台
帳
異
動
受
付
点
検
エ
ラ
ー
リ
ス
ト

等
に
か
か
る
エ
ラ
ー
お
よ
び
警
告
内
容

③
平
成
31
年
度
報
酬
改
定
・
審
査
事

務
の
変
更
点
―
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。 障

害
者
総
合
支
援

給
付
担
当
初
任
者

が
基
礎
を
学
ぶ

平
成
31
年
度
障
害
者
総
合

支
援
給
付
初
任
者
説
明
会

T o p i c s  3

　

６
月
20
日
、
本
会
に
お
い
て
審
査
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
う
高
知
県
国
民
健
康
保
険
診

療
報
酬
審
査
委
員
会
組
織
会
を
開
催
し
た
。

　

新
任
審
査
委
員
３
人
を
含
む
42
人
に
高
知

県
知
事
か
ら
審
査
委
員
の
委
嘱
が
さ
れ
た
後
、

選
考
委
員
に
よ
る
役
職
の
決
定
、
各
部
会
の

体
制
等
が
決
定
さ
れ
た
。
各
審
査
委
員
は
新

体
制
の
も
と
、
医
療
費
適
正
化
に
向
け
て
厳

正
な
審
査
に
あ
た
っ
て
い
く
。
な
お
、
任
期
は

令
和
３
年
５
月
31
日
ま
で
。

高
知
県
国
民
健
康
保
険
診
療

報
酬
審
査
委
員
会
の
役
職

会
長	

森　
　
一
水

会
長
代
行	

山
田　

光
俊

医
科
部
会
長	

山
田　

光
俊

歯
科
部
会
長	

伊
野
部 

哲
也

高
知
県
国
民
健
康
保
険
診
療

報
酬
審
査
委
員
会
委
員
構
成

保
険
医
代
表　
　

14
人

保
険
者
代
表　
　

14
人

公
益
代
表　
　
　

14
人

任
期
満
了
に
伴
い

審
査
委
員
を
改
選

高
知
県
国
民
健
康
保
険
診
療

報
酬
審
査
委
員
会
組
織
会

T o p i c s

　

５
月
13
日
、
高
知
市
の
高

知
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
特
定

健
康
診
査
等
事
務
担
当
職
員

新
任
者
研
修
会
お
よ

び
平
成
30
年
度
特
定

健
康
診
査
等
国
庫
負
担

（
補
助
）
金
の
実
績

報
告
に
関
す
る
説
明

会
」
を
開
催
し
、
国

保
保
険
者
を
は
じ
め
、

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
、
県
内
福
祉
保
健
所

の
担
当
者
72
人
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
本

会
の
江
口
卓
助
事
務
局
長
が
、

国
保
の
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
に
つ
い
て
は
、
被
用
者

保
険
と
比
べ
て
全
国
的
に
厳
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
た

上
で
、「
今
年
度
か
ら
医
療
機

関
の
診
療
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

特
定
健
診
受
診
率
向
上
対
策

と
し
て
実
施
す
る
特
定
健
康
診

査
情
報
提
供
事
業
を
活
用
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
社
会
情
勢

や
国
の
動
向
を
十
分
に
注
視
し

な
が
ら
、
特
定
健
診
等
の
効
果

的
か
つ
円
滑
な
事
業
推
進
や
Ｋ

Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用
に

よ
る
支
援
等
に

一
層
、
努
め
て

い
く
」
と
述
べ

た
。

　

新
任
者
を
含
む
担
当
者
向

け
の
研
修
と
し
て
、
本
会
保
険

者
支
援
課
か
ら
は
、
特
定
健

診
等
の
集
合
契
約
お
よ
び
費
用

決
済
等
や
特
定
健
診
等
デ
ー

タ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
操
作
等
、

国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
ト
事
業
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。

　

同
説
明
会
に
は
、
高
知
県

国
民
健
康
保
険
課
お
よ
び
健

康
長
寿
政
策
課
の
担
当
者
が

出
席
し
、
特
定
健
診
等
の
基

本
的
事
項
や
保
健
事
業
に
関

す
る
保
険
者
努
力
支
援
制
度

等
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
行
わ

れ
た
。

　

さ
ら
に
、
特
定
健
診
等
で
は

毎
年
、
事
業
の
実
施
に
要
し
た

費
用
に
係
る
国
庫
負
担
（
補

助
）
金
の
実
績
報
告
を
厚
生

労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
説
明
会

で
は
、
実
績
報
告
の
概
要
や
報

告
に
お
け
る
特
定
健
診
等
デ
ー

タ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た

補
助
資
料
の
作
成
手
順
等
を

説
明
し
た
。

　

出
席
し
た
担
当
者
ら
は
、
特

定
健
診
事
務
の
円
滑
な
実
施
に

向
け
て
、
よ
り
多
く
の
情
報
を

得
よ
う
と
、
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

特
定
健
診
事
業
の
円
滑
・
適
正
な
運
営
に
向
け
て

特
定
健
康
診
査
等
事
務
担
当
職
員
新
任
者
研
修
会
お
よ
び
平
成
30
年
度

特
定
健
康
診
査
等
国
庫
負
担（
補
助
）金
の
実
績
報
告
に
関
す
る
説
明
会
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市
町
村
の
新
任
国
保
等
事

務
担
当
者
を
対
象
に
国
保
制

度
や
情
勢
、
業
務
内
容
等
を

理
解
し
、
円
滑
な
事
務
運
営

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保

険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

事
務
担
当
職
員
新
任
者
研
修

会
」
を
５
月
16
日
・
17
日
の

両
日
、
本
会
と
高
知
県
と
の

共
催
に
よ
り
、
高
知
市
の
高

知
共
済
会
館
で
開
催
し
、
県

内
市
町
村
の
新
任
国
保
等
事

務
担
当
者
約
１
０
０
人
が
出

席
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高

知
県
国
民
健
康
保
険
課
の
濵

田
仁
課
長
は
、
市
町
村
が
行

う
国
保
料
（
税
）
の
適
正
な

賦
課
や
徴
収
、
加
入
者
の
資

格
手
続
き
な
ど
の
幅
広
い
業
務

の
中
で
も
、
近
年
は
今
後
の
高

齢
化
の
進
展
に
伴
う
医
療
費

の
増
大
を
見
据
え
た
医
療
費

適
正
化
の
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、「
現
在
、

国
で
は
、
保
険
者
努
力
支
援

制
度
の
評
価
方
法
を
見
直
す

動
き
も
あ
り
、
保
険
者
と
し
て

一
層
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。
県
と
し
て
も
、
特
定
健

診
受
診
率
の
低
い
年
代
に
向
け

た
受
診
勧
奨
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
や
み
な
し
健
診
の
体
制

づ
く
り
、
服
薬
サ
ポ
ー
タ
ー

に
よ
る
電
話
勧
奨
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
」
と
述
べ
、
市
町

村
保
険
者
の
第
一
線
の
役
割
に

期
待
す
る
と
と
も
に
、
県
と
し

て
も
地
域
の
実
情
に
即
し
た
よ

り
良
い
制
度
づ
く
り
を
国
に
提

案
し
て
い

く
た
め
に

も
、
一
層

の
連
携
が

必
要
だ
と

し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
高
知
県
国

民
健
康
保
険
課
か
ら
国
保
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概

要
や
国
保
の
資
格
、
保
険
給

付
事
業
、
保
健
事
業
、
月
報

等
の
作
成
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の

基
礎
的
事
項
の
他
、
国
民
健

康
保
険
に
お
け
る
財
政
運
営

や
国
保
事
業
費
納
付
金
等
に

つ
い
て
、
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
保
険
者
業

務
の
電
算
共
同
処
理
業
務
や

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

シ
ス
テ
ム
、
過
誤
・
再
審
査
、

求
償
事
務
、
国
保
連
合
会
の

業
務
等
、
こ
れ
か
ら
実
務
に
携

わ
っ
て
い
く
上
で
必
須
と
な
る

基
本
的
事
項
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
参
加
者
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

新
任
担
当
者
が
国
保
実
務
の
基
礎
を
学
ぶ

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
事
務
担
当
職
員
新
任
者
研
修
会
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５
月
20
日
、
香
川
県
高

松
市
に
お
い
て
「
令
和
元

年
度
四
国
地
区
市
町
村
・

国
保
組
合
国
保
主
管
課
長

お
よ
び
国
保
担
当
者
研
修

協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

四
国
地
区
の
市
町
村
等
の

関
係
者
約
70
人
が
出
席
し
、

県
内
か
ら
は
12
人
が
出
席
し

た
。

　

同
協
議
会
は
、
毎
年
四

国
地
区
国
保
協
議

会
が
主
催
と
な
り
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
香
川
県
が
当

番
と
な
る
。

　

ま
ず
、
主
催
者
で

あ
る
香
川
県
国
保

連
合
会
の
吉
野
登

常
務
理
事
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
続
い

て
、
厚
生
労
働
省

保
険
局
国
民
健
康

保
険
課
の
米
山
貴

章
国
民
健
康
保
険

指
導
調
整
官
、
香

川
県
健
康
福
祉
部
医
務
国

保
課
国
民
健
康
保
険
室
の

白
石
功
室
長
か
ら
来
賓
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
厚
生
労
働
省

の
米
山
貴
章
調
整
官
が
「
国

保
制
度
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ

い
て
」
と
題
し
、「
国
保
制

度
改
革
の
背
景
」「
保
険
者

努
力
支
援
制
度
」「
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
」「
医
療
保

険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率

的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」「
今
後
の
社

会
保
障
の
見
通
し
」
な
ど
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
時
機
を

得
た
講
演
を
行
っ
た
。

　

講
演
後
、
香
川
県
高
松
市

国
保
・
高
齢
者
医
療
課
の
中

川
昌
之
課
長
を
座
長
と
し
、

米
山
貴
章
調
整
官
と
香
川
県

健
康
福
祉
部
医
務
国
保
課

国
民
健
康
保
険
室
の
白
石
功

室
長
と
同
室
の
西
部
克
彦
室

長
補
佐
、
近
藤
雅
彦
室
長
補

佐
を
助
言
者
に
議
題
協
議
を

行
っ
た
。

　

宿
毛
市
提
出
議
題
「
保

険
者
努
力
支
援
制
度
の
「
地

域
包
括
ケ
ア
の
推
進
」
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
他
、

「
被
保
険
者
証
と
高
齢
受

給
者
証
の
一
体
化
に
つ
い
て
」

な
ど
、
各
県
か
ら
の
提
出
議

題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

四
国
地
区
の
担
当
者
が

国
保
制
度
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
学
ぶ

令
和
元
年
度
四
国
地
区
市
町
村・国
保
組
合
国
保
主
管
課
長

お
よ
び
国
保
担
当
者
研
修
協
議
会
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●引き続き、連載中の（筆者の）身近な自然シリーズ第6弾です。前回は植物（タンポポ）でしたので、今回は

動くものを探してみるも、生きものになかなか出会えず、迫る締め切りに冷や冷やしていた矢先に撮れた

一枚です。植木に水をやっていたところ、どこからともなく飛んできたため、慌ててパシャリ。その後、またす

ぐに飛んでいってしまいました。出会いはいつも突然です。

●どうもアゲハチョウの一種「キアゲハ」のようです。その名の通り、やや黄色っぽい色味が特徴です。さて、

最近では、セミの羽化の様子など、本コーナーにまつわる写真をいただく機会もあり、連載が定着している

ようで、嬉しく感じております。

　暑さ厳しき折、読者の皆さまもどうかお元気で良い夏をお過ごしください。  （高）

339号の取材・寄稿にご協力くださいました皆さん
ありがとうございました。
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「仁淀川町」
　次回は仁淀川町を訪ね、これから
のまちづくりについて、大石弘秋町
長にお話を伺います。
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